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は

　じ

　め

　に

　上
代
の
漢
字
資
料
と
し
て
は
、
木
簡
や
金
石
文
等
が
存
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
資
料
は
文
字
数
が
少
な
く
、
文
字
の
用
法
を
考
察
す
る

資
料
に
は
な
り
に
く
い
。
ま
と
ま
っ
た
文
字
量
を
得
ら
れ
る
上
代

資
料
と
し
て
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
漢
字
が
本
邦
に
も
た
ら
さ
れ
て
か
ら
、

成
立
年
代
が
か
な
り
下
る
が
、
漢
字
使
用
の
初
期
段
階
に
お
け
る
、

漢
字
の
用
字
法
を
詳
し
く
見
て
い
く
に
は
、
有
効
な
資
料
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
対
象
と
し
た
漢
字
の
用
字

法
の
研
究
、
あ
る
い
は
文
体
研
究
に
関
し
て
、
多
数
の
先
行
研
究

が
あ
る
が
、
中
国
か
ら
の
漢
字
の
受
容
と
い
う
視
座
か
ら
論
じ
ら

れ
た
も
の
は
、
多
く
は
な
い

 （
1
）。

中
国
か
ら
の
漢
字
受
容
を
考
察
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
上
代
文
献
に
使
わ
れ
た
漢
字
の
用
法
を
総
体
と

し
て
見
て
い
く
方
法
と
、
漢
字
個
別
に
そ
の
用
法
を
見
て
い
く
方

法
と
が
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
後
者
の
方
法
を
採
る
。
漢
字
総
体

で
研
究
す
る
場
合
に
は
、
対
象
文
献
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
の
特

質
を
考
察
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
い
え
る
が
、
ど
う
し
て
も
、

分
量
上
、
考
察
に
お
い
て
捨
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多

く
な
る
。
漢
字
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
漢
字
の
用
法
を
考
え
る
場

合
、
個
々
の
漢
字
に
よ
っ
て
、
受
容
の
あ
り
方
が
異
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
、
漢
字
ご
と
の
詳
細
な
検
討
を
積
み

重
ね
、
最
終
的
に
漢
字
受
容
の
特
質
に
つ
い
て
総
合
的
、
俯
瞰
的

に
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
漢
字
は
、「
具
」
で
あ
る
。『
色
葉
字

類
抄
』
で
は
、「
具
」
に
対
し
て
、
動
詞
と
し
て
は
「
ソ
ナ
ヘ
」
と

い
う
読
み
が
掲
載
さ
れ
る

 （
2
）。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
改
編
さ
れ
た
字
書

で
は
あ
る
が
、「
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
」
で
は
、「
ソ
ナ
フ
、
ミ
ナ
、

ミ
ル
、
マ
ウ
ク
、
ワ
キ
マ
ウ
、
ト
モ
ニ
、
ツ
ブ
サ
ニ
、
ツ
マ
ビ
ラ

カ
ニ
」（
佛
下
末

　25
・
5
）「
ソ
ナ
ハ
ル
」（
佛
中

　78
・
3
）
の

柚

　
　木

　
　靖

　
　史

上
代
・
中
古
に
お
け
る
「
具
」
字
の
動
詞
の
用
字
法

―
漢
字
受
容
史
の
観
点
か
ら

―
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よ
う
に
、
複
数
の
和
訓
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
具
」
の
読

み
は
、
副
詞
と
動
詞
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
具
」
の
字
義
が

多
義
で
あ
り
、
本
文
を
訓
読
す
る
際
に
、「
具
」
の
字
義
に
基
づ
い

て
、
副
詞
の
位
置
に
立
つ
か
、
あ
る
い
は
動
詞
の
位
置
に
立
つ
と

い
っ
た
構
文
上
の
違
い
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
は
、「
具
」
の
字
義
に

応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
読
み
分
け
ら
れ
た
結
果
を
示
し
て
い
る

 （
3
）。

こ

の
「
具
」
の
副
詞
的
意
味
と
動
詞
的
意
味
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、

動
詞
的
意
味
で
使
わ
れ
た
「
具
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
漢

語
サ
変
動
詞
成
立
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
本
稿
の
筆
者
の
関
心
事

で
あ
り
、
本
稿
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　動
詞
的
意
味
で
使
わ
れ
た
「
具
」
が
、
上
代
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
和
語
動
詞
を
表
記
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

上
代
文
献
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
の
、
当
時
の

読
み
を
記
し
た
訓
点
資
料
が
な
い
た
め
、
定
か
で
は
な
い
。
候
補

と
し
て
は
、『
色
葉
字
類
抄
』
や
『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
具
」
の
読

み
か
ら
し
て
、「
ソ
ナ
フ
、
ミ
ル
、
マ
ウ
ク
、
ワ
キ
マ
ウ
」
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
上
代
文
献
で
使
わ
れ
た
用
例
1
の
よ
う
な

「
具
」
の
意
味
か
ら
考
え
て
、「
ミ
ル
」「
ワ
キ
マ
ウ
」
は
、
該
当
し

な
い
の
で
除
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
他
動
詞
と
し
て

は
「
ソ
ナ
フ
」「
マ
ウ
ク
」、
自
動
詞
と
し
て
は
「
ソ
ナ
ハ
ル
」
が

候
補
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
上
代
の
文
献
に
は
、
自
動
詞
と
し
て

使
わ
れ
た
「
具
」
は
、
見
出
せ
な
い
。
な
お
、
中
古
後
期
に
な
る
と
、

「
グ
ス
」
と
い
う
漢
語
サ
変
動
詞
が
成
立
す
る
が
、
上
代
に
は
ま
だ
、

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1

　即
於
内
率
入
而
、
美
智
皮
之
畳
敷
八
重
、
亦
絁
畳
八
重
敷
其
上
、

坐
其
上
而
、
具
百
取
机
代
物
、
為
御
饗
、
即
令
婚
其
女
豊
玉
毘
売
。

（
138
頁
10
行
目
）

　小
林
芳
規
博
士
は
、『
古
事
記
』
の
漢
字
の
用
字
法
に
つ
い
て
、

訓
漢
字
と
い
う
考
え
方
を
提
示
さ
れ
た

 

（
4
）。「

古
事
記
音
訓
表

 

（
5
）」

よ

れ
ば
、「
具
」
は
、「
そ
な
ふ

　そ
ふ
＊

　つ
ぶ
さ
に

　グ
（
音
仮

名
）」
と
あ
る
。
＊
が
付
さ
れ
た
「
そ
ふ
」
は
「
例
数
が
少
な
く
稀

用
と
考
え
ら
れ
る
」
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
音
訓
表
の
本
文
と

す
る
思
想
大
系
本
の
動
詞
「
具
」
は
、
す
べ
て
「
ソ
ナ
フ
」
の
例
で
、

「
具
」
を
「
そ
ふ
」
と
読
む
例
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
＊
の

注
記
の
意
味
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

　な
お
、
訓
点
資
料
の
「
具
」
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て

い
る
か
を
概
観
す
る
た
め
に
、『
訓
点
語
彙
集
成

 （
6
）』

を
通
覧
す
る
と
、

「
具
」
に
対
す
る
動
詞
の
訓
と
し
て
は
、「
ソ
ナ
フ
」「
ソ
ナ
ハ
ル
」

「
グ
ス
」
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

　さ
て
、「
具
」
は
、
動
詞
と
し
て
は
、
ま
ず
、「
ソ
ナ
フ
」「
ソ
ナ
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ハ
ル
」
と
い
っ
た
和
語
を
漢
字
で
書
き
表
す
た
め
に
受
容
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
な
ぜ
、
い
つ
、「
グ
ス
」
と
い
う
読

み
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
こ
れ
を
、
解
明
す
る
た

め
に
は
、
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
具
」
の
読
み
、
国
語
文
に
お
け

る
「
具
す
」
の
意
味
用
法
を
、
通
時
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
本

稿
は
、
そ
の
一
階
梯
と
し
て
、
ま
ず
は
、「
具
」
の
字
義
に
焦
点
を

当
て
、
本
邦
の
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
「
具
」
の
字
義
の
移

り
変
わ
り
、
中
国
文
献
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味
と
の
比
較
を
行
い
、

本
邦
に
お
け
る
「
具
」
の
受
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、「
具
」
の
意
味
と
「
具
」
の
読
み
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
関
わ
り
が
密
な
の
で
、
そ
の
点
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
本
稿
の
な

か
で
も
触
れ
る
。

一

　上
代
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味

一
―
一

　『古
事
記
』
の
「
具
」

　ま
ず
、『
古
事
記（

7
）』

の
「
具
」
の
意
味
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
古

事
記
』
に
は
、
以
下
の
四
例
が
見
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
他
動
詞

で
あ
る
。
自
動
詞
の
例
は
、
見
出
せ
な
い
。

1

　爾
大
気
都
比
売
、
自
鼻
口
及
尻
、
種
種
味
物
取
出
而
、
種
種

作
具
而
進
時
、
速
須
佐
之
男
命
、
立
伺
其
態
、
為
穢
汚
而
奉
進
、

乃
殺
其
大
宜
津
比
売
神
（
84
頁
3
行
目
）

2

　即
於
内
率
入
而
、
美
智
皮
之
畳
敷
八
重
、
亦
絁
畳
八
重
敷
其
上
、

坐
其
上
而
、
具
百
取
机
代
物
、
為
御
饗
、
即
令
婚
其
女
豊
玉
毘
売
。

（
138
頁
10
行
目
）

3

　於
是
息
長
帯
日
売
命
。
於
倭
還
上
之
時
、
因
疑
人
心
、
一
具

喪
船
、
御
子
戴
其
喪
船
、
先
令
言
漏
之
御
子
既
崩
。（
232
頁
9
行

目
）

4

　故
、
聞
驚
以
兵
伏
河
辺
、
亦
其
山
之
上
、
張
絶
垣
立
帷
幕
、
詐

以
舎
人
為
王
、
露
坐
呉
床
、
百
官
恭
敬
往
来
之
状
、
既
如
王
子

之
坐
所
而
、
更
為
其
兄
王
渡
河
之
時
、
具
餝
船
擑
者
、
舂
佐
那

此
二
字
以
音
葛
之
根
、
取
其
汁
滑
而
、
塗
其
船
中
之
簀
椅
、
設

踏
応
仆
而
、
其
王
子
者
、
服
布
衣
褌
、
既
為
賤
人
之
形
、
執
擑

立
船
。（
250
頁
6
行
目
）

　　1
の
例
の
「
具
」
の
主
体
は
「
大
気
都
比
売
」
で
、
対
象
は
「
種

種
味
物
」
で
あ
る
。
大
系
で
は
「
具
」
を
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
ん
で

い
る
。「
具
」
の
意
味
と
し
て
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
神
々
が
大
気
都
比
売
に
食
べ
物
を
求
め
た
の
で
、
食
べ
物

を
作
っ
て
、
必
要
な
食
べ
物
を
揃
え
て
速
須
佐
之
男
命
に
献
上
し

た
の
で
あ
る
。

46845_タテ3柚木.indd   47 2015/03/04   14:09:24



─　　─47 46―　　― ―　　―47―　　― ―　　―

ハ
ル
」
と
い
っ
た
和
語
を
漢
字
で
書
き
表
す
た
め
に
受
容
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
な
ぜ
、
い
つ
、「
グ
ス
」
と
い
う
読

み
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
こ
れ
を
、
解
明
す
る
た

め
に
は
、
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
具
」
の
読
み
、
国
語
文
に
お
け

る
「
具
す
」
の
意
味
用
法
を
、
通
時
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
本

稿
は
、
そ
の
一
階
梯
と
し
て
、
ま
ず
は
、「
具
」
の
字
義
に
焦
点
を

当
て
、
本
邦
の
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
「
具
」
の
字
義
の
移

り
変
わ
り
、
中
国
文
献
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味
と
の
比
較
を
行
い
、

本
邦
に
お
け
る
「
具
」
の
受
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、「
具
」
の
意
味
と
「
具
」
の
読
み
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
関
わ
り
が
密
な
の
で
、
そ
の
点
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
本
稿
の
な

か
で
も
触
れ
る
。

一

　上
代
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味

一
―
一

　『古
事
記
』
の
「
具
」

　ま
ず
、『
古
事
記（

7
）』

の
「
具
」
の
意
味
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
古

事
記
』
に
は
、
以
下
の
四
例
が
見
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
他
動
詞

で
あ
る
。
自
動
詞
の
例
は
、
見
出
せ
な
い
。

1

　爾
大
気
都
比
売
、
自
鼻
口
及
尻
、
種
種
味
物
取
出
而
、
種
種

作
具
而
進
時
、
速
須
佐
之
男
命
、
立
伺
其
態
、
為
穢
汚
而
奉
進
、

乃
殺
其
大
宜
津
比
売
神
（
84
頁
3
行
目
）

2

　即
於
内
率
入
而
、
美
智
皮
之
畳
敷
八
重
、
亦
絁
畳
八
重
敷
其
上
、

坐
其
上
而
、
具
百
取
机
代
物
、
為
御
饗
、
即
令
婚
其
女
豊
玉
毘
売
。

（
138
頁
10
行
目
）

3

　於
是
息
長
帯
日
売
命
。
於
倭
還
上
之
時
、
因
疑
人
心
、
一
具

喪
船
、
御
子
戴
其
喪
船
、
先
令
言
漏
之
御
子
既
崩
。（
232
頁
9
行

目
）

4

　故
、
聞
驚
以
兵
伏
河
辺
、
亦
其
山
之
上
、
張
絶
垣
立
帷
幕
、
詐

以
舎
人
為
王
、
露
坐
呉
床
、
百
官
恭
敬
往
来
之
状
、
既
如
王
子

之
坐
所
而
、
更
為
其
兄
王
渡
河
之
時
、
具
餝
船
擑
者
、
舂
佐
那

此
二
字
以
音
葛
之
根
、
取
其
汁
滑
而
、
塗
其
船
中
之
簀
椅
、
設

踏
応
仆
而
、
其
王
子
者
、
服
布
衣
褌
、
既
為
賤
人
之
形
、
執
擑

立
船
。（
250
頁
6
行
目
）

　　1
の
例
の
「
具
」
の
主
体
は
「
大
気
都
比
売
」
で
、
対
象
は
「
種

種
味
物
」
で
あ
る
。
大
系
で
は
「
具
」
を
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
ん
で

い
る
。「
具
」
の
意
味
と
し
て
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
神
々
が
大
気
都
比
売
に
食
べ
物
を
求
め
た
の
で
、
食
べ
物

を
作
っ
て
、
必
要
な
食
べ
物
を
揃
え
て
速
須
佐
之
男
命
に
献
上
し

た
の
で
あ
る
。
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　2
の
例
の
「
具
」
の
主
体
は
海
神
で
、
対
象
は
「
百
取
机
代
物
」

で
あ
る
。
大
系
で
は
「
具
」
を
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。「
具
」

の
意
味
と
し
て
は
、
こ
れ
も
「
揃
え
る
」
で
あ
ろ
う
。
海
神
は
、

虚
空
津
日
高
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
多
く
の
必
要
な
供
え
物
を

揃
え
た
の
で
あ
る
。

　3
の
例
の
「
具
」
の
主
体
は
「
息
長
帯
日
売
命
」
で
、
対
象
は

「
喪
船
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
大
系
で
は
「
具
」
を
「
ソ
ナ
フ
」

と
読
ん
で
い
る
。「
具
」
の
意
味
と
し
て
は
、
こ
れ
も
「
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
息
長
帯
日
売
命
は
、
人
心
を
確
か
め
る

た
め
に
、
喪
船
を
揃
え
、
神
功
皇
后
の
御
子
が
死
ん
だ
と
人
々
に

思
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
4
の
例
の
「
具
」
の
主
体
は
「
宇
遅
能
和

紀
郎
子
」
で
、
対
象
は
「
船
擑
」
で
あ
る
。
大
系
で
は
「
具
」
を

「
ソ
ナ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。「
具
」
の
意
味
と
し
て
は
、
こ
れ
も

「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
、
大
山

守
命
を
謀
る
た
め
に
、
弟
皇
子
が
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け

る
べ
く
、
船
を
揃
え
た
の
で
あ
る
。

　以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
「
具
」
は
全
て
「
揃
え
る
」
と
い
う

同
じ
意
味
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
が
、「
具
」
の
対
象
と
し
て
は
、
こ

れ
か
ら
事
を
行
う
前
に
必
要
な
物
と
い
う
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

一
―
二

　『日
本
書
紀
』
の
「
具
」

　次
に
、『
日
本
書
紀

 

（
8
）』

の
「
具
」
の
意
味
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
他
動
詞
の
例
が
一
例
見
出
さ
れ
た
。

1

　因
以
随
烏
詣
到
而
告
之
曰
、
吾
兄
兄
磯
城
聞
天
神
子
来
、
則

聚
八
十
梟
帥
、
具
兵
甲
、
将
與
決
戦
。（
一
巻

　220
頁
4
行
目
）

　1
の
例
の
主
体
は
「
兄
磯
城
」
で
、
対
象
は
「
兵
甲
」
で
あ
る
。

「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
兄
磯
城
が

天
皇
に
謀
反
を
企
て
、
事
前
に
兵
や
武
器
を
揃
え
た
と
い
う
内
容

で
あ
る
。

　以
上
、『
日
本
書
紀
』
の
「
具
」
の
例
を
見
て
き
た
が
、「
具
」

字
単
独
で
使
わ
れ
た
例
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
と
同
様
、「
揃

え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
古
事
記
』
と
の
意
味
の
違
い
は
認

め
ら
れ
な
い
。

一
―
三

　そ
の
他
の
上
代
文
献

　上
代
の
作
品
の
う
ち
、『
万
葉
集

 

（
9
）』

に
は
、「
具
」
を
動
詞
と
し
て

使
っ
た
例
は
認
め
ら
れ
な
い

 

（
3
）。『

風
土
記（

10
）』

に
は
、
次
の
一
例
が
存

す
る
。
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1

　近
側
居
人

　毎
甚
辛
苦

　具
状
請
朝
（
86
頁
1
行
目

　久
慈

郡
）

　右
の
例
の
「
具
」
を
、
大
系
本
で
は
「
ノ
ブ
」
と
読
み
、「
状
」

を
「
ア
リ
サ
マ
」
と
読
ん
で
い
る
。
先
の
『
類
聚
名
義
抄
』
等
の

記
述
に
よ
る
と
、「
具
」
を
「
ノ
ブ
」
と
読
む
根
拠
は
見
出
し
難
い
。

私
見
と
し
て
は
、
こ
こ
も
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
同
じ
よ

う
に
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
み
、「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
解
し
た
い
。「
書
状
を
揃
え
て
朝
廷
に
申
し
上
げ
る
」
と

い
う
内
容
で
あ
ろ
う
。

二

　古
文
書
の
「
具
」

二
―
一

　上
代
の
古
文
書

　こ
こ
で
は
、
上
代
の
古
文
書
に
見
ら
れ
る
、
動
詞
の
「
具
」
に

つ
い
て
見
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、「
具
注
」「
具
禄
」
で
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
副
詞
（「
ツ
ブ
サ
ニ
」）
の
例
や
、「
一
具
」
の
よ
う
な

助
数
詞
の
例
、「
衣
具
」「
絵
具
」
の
よ
う
な
名
詞
の
構
成
要
素
を

な
す
例
は
、
対
象
と
し
な
い
。

　上
代
の
古
文
書
に
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
「
具
」
で
、
最
も

多
い
の
は
、
有
様
・
様
子
を
表
す
名
詞
を
対
象
と
す
る
他
動
詞
の

例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
、「
具
状
」「
具
事
状
」

の
例
で
、『
風
土
記
』
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
書
状
を
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
具
」
の
読
み
方
は
不
明
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
は
、
こ
こ
で
も
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
時

代
が
下
る
と
、「
具
す
」
の
よ
う
に
、
サ
変
動
詞
で
読
ん
だ
可
能
性

が
あ
る
が
、
上
代
で
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
す
」
は
、
ま
だ
成

立
し
て
い
な
い
と
見
て
お
き
た
い
。

　以
下
、
用
例
を
示
し
な
が
ら
、「
具
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
な
お
、
用
例
の
検
索
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー

ス（
11
）

を
利
用
し
た
。
検
索
の
対
象
と
し
た
の
は
、
古
文
書
フ
ル
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
に
示
す
本
文
は
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
も
と
づ
き
、
実
際
に
各
出
典
文
献
に
よ
り
確
認
し
た
。
よ
っ
て
、

本
文
の
表
記
や
所
在
は
、
各
出
典
文
献
に
よ
る
。
傍
線
は
私
に
付

し
た
。

1

　以
前
、
依
宣
旨
勘
定
、
且
附
舎
人
粟
田
人
麻
呂
、
進
上
如
件
、

但
田
啚
者
、
細
子
勘
作
、
追
将
進
上
、
今
具
状
以
解
（
越
前
国

使
等
解
幷
造
東
大
寺
司
返
牒
案

　天
平
宝
字
元
年

　東
南
院
文

書

　文
書
番
号
503

　巻
2
／
158
頁
）

2

　上
件
墾
田
、
永
売
寺
家
、
欲
足
損
物
者
、
依
三
綱
解
状
、
撿

領
已
訖
、
乞
察
此
趣
、
依
田
啚
籍
勘
定
、
欲
得
券
文
、
仍
注
事
状
、
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1

　近
側
居
人

　毎
甚
辛
苦

　具
状
請
朝
（
86
頁
1
行
目

　久
慈

郡
）

　右
の
例
の
「
具
」
を
、
大
系
本
で
は
「
ノ
ブ
」
と
読
み
、「
状
」

を
「
ア
リ
サ
マ
」
と
読
ん
で
い
る
。
先
の
『
類
聚
名
義
抄
』
等
の

記
述
に
よ
る
と
、「
具
」
を
「
ノ
ブ
」
と
読
む
根
拠
は
見
出
し
難
い
。

私
見
と
し
て
は
、
こ
こ
も
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
同
じ
よ

う
に
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
み
、「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
解
し
た
い
。「
書
状
を
揃
え
て
朝
廷
に
申
し
上
げ
る
」
と

い
う
内
容
で
あ
ろ
う
。

二

　古
文
書
の
「
具
」

二
―
一

　上
代
の
古
文
書

　こ
こ
で
は
、
上
代
の
古
文
書
に
見
ら
れ
る
、
動
詞
の
「
具
」
に

つ
い
て
見
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、「
具
注
」「
具
禄
」
で
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
副
詞
（「
ツ
ブ
サ
ニ
」）
の
例
や
、「
一
具
」
の
よ
う
な

助
数
詞
の
例
、「
衣
具
」「
絵
具
」
の
よ
う
な
名
詞
の
構
成
要
素
を

な
す
例
は
、
対
象
と
し
な
い
。

　上
代
の
古
文
書
に
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
「
具
」
で
、
最
も

多
い
の
は
、
有
様
・
様
子
を
表
す
名
詞
を
対
象
と
す
る
他
動
詞
の

例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は
、「
具
状
」「
具
事
状
」

の
例
で
、『
風
土
記
』
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
書
状
を
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
具
」
の
読
み
方
は
不
明
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
は
、
こ
こ
で
も
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
時

代
が
下
る
と
、「
具
す
」
の
よ
う
に
、
サ
変
動
詞
で
読
ん
だ
可
能
性

が
あ
る
が
、
上
代
で
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
す
」
は
、
ま
だ
成

立
し
て
い
な
い
と
見
て
お
き
た
い
。

　以
下
、
用
例
を
示
し
な
が
ら
、「
具
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
な
お
、
用
例
の
検
索
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー

ス（
11
）

を
利
用
し
た
。
検
索
の
対
象
と
し
た
の
は
、
古
文
書
フ
ル
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
奈
良
時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
に
示
す
本
文
は
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
も
と
づ
き
、
実
際
に
各
出
典
文
献
に
よ
り
確
認
し
た
。
よ
っ
て
、

本
文
の
表
記
や
所
在
は
、
各
出
典
文
献
に
よ
る
。
傍
線
は
私
に
付

し
た
。

1

　以
前
、
依
宣
旨
勘
定
、
且
附
舎
人
粟
田
人
麻
呂
、
進
上
如
件
、

但
田
啚
者
、
細
子
勘
作
、
追
将
進
上
、
今
具
状
以
解
（
越
前
国

使
等
解
幷
造
東
大
寺
司
返
牒
案

　天
平
宝
字
元
年

　東
南
院
文

書

　文
書
番
号
503

　巻
2
／
158
頁
）

2

　上
件
墾
田
、
永
売
寺
家
、
欲
足
損
物
者
、
依
三
綱
解
状
、
撿

領
已
訖
、
乞
察
此
趣
、
依
田
啚
籍
勘
定
、
欲
得
券
文
、
仍
注
事
状
、
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付
僧
慶
浄
者
、
今
依
牒
旨
立
券
如
件
、
便
付
廻
使
僧
慶
浄
、
具
状
、

以
牒
（
因
幡
国
司
牒

　天
平
神
護
元
年

　文
書
番
号
566

　東
南

院
文
書

　巻
2
／
418
頁
）

3

　以
前
、
溝
所
請
如
件
、
仍
注
具
状
申
送
、
謹
解
。（
越
前
国
坂

井
郡
溝
江
庄
所
使
解
案

　天
平
神
護
二
年

　文
書
番
号
526

　東

南
院
文
書

　巻
2
／
255
頁
）

4

　右
墾
田
、
売
進
於
東
大
寺
既
畢
、
仍
注
具
状
。
立
券
文
。（
伊

何
我
部
広
麻
呂
解
案

　天
平
神
護
三
年

　文
書
番
号
520

　東
南

院
文
書

　巻
2
／
249
頁
）

　1
は
、
田
畑
の
勘
定
収
納
帳
な
ど
を
、
舎
人
に
附
け
て
進
上
す

る
が
、
田
図
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
進
上
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
状
」
と
は
、「
田
畑
の
勘
定

収
納
帳
な
ど
の
書
状
を
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
2
は
、

墾
田
の
売
買
に
つ
い
て
、
書
状
を
揃
え
、
そ
れ
ら
を
僧
慶
浄
に
託

し
進
上
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
3
は
、
坂
井
郡
溝
江
庄
の

溝
所
を
掘
る
こ
と
に
つ
い
て
、
書
状
を
揃
え
て
役
所
に
進
上
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
4
は
、
墾
田
を
東
大
寺
に
売
る
た
め
に
、

書
状
を
揃
え
て
進
上
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　以
上
の
よ
う
に
、「
具
状
」
と
表
わ
さ
れ
た
「
具
」
の
意
味
は
、

す
べ
て
「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　ま
た
、
上
代
の
古
文
書
に
は
、「
具
状
」
の
ほ
か
、「
具
訴
状
」

「
具
録
状
」「
具
事
状
」「
具
申
状
」「
具
注
状
」
の
よ
う
に
、「
状
」

を
対
象
と
す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
具
」
も
み
な
、

「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　さ
ら
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
書
状
の
末
尾
に
「
不
具
謹
状
」「
不

具
宣
状
」
の
形
で
使
用
し
、
全
て
を
つ
ま
び
ら
か
に
書
け
な
か
っ

た
こ
と
を
詫
び
る
と
い
う
使
い
方
も
認
め
ら
れ
る
。
書
状
の
体
裁

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
詫
び
る
表
現
で
あ
る
が
、こ
こ
で
の
「
具
」

に
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
内
容

を
十
分
に
揃
え
て
い
な
い
体
裁
の
ま
ま
、
書
状
を
閉
じ
る
こ
と
を

詫
び
る
の
で
あ
る
。

5

　右
件
経
、
今
欲
奉
写
、
不
蒙
恩
沢
不
能
也
、
何
者
経
師
清
好
、

皆
在
寺
家
、
是
以
所
望
如
之
、
儻
垂
恩
沢
、
幸
々
甚
々
、
子
細

之
事
、
即
在
使
口
、
不
具
、
謹
状
。（
坤
宮
下
官
葛
木
戸
主
状

　

天
平
宝
字
二
年

　大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）
14
／
63
）

6

　右
、
公
足
所
願
儻
有
応
、
答
垂
芳
処
分
、
令
向
彼
所
、
但
恐

不
有
応
歟
、
世
間
煩
事
属
請
也
、
不
勝
思
情
、
不
伺
時
節
、
濫

致
書
御
座
下
、
不
具
謹
状
。（
大
隈
公
足
状

　天
平
宝
字
八
年

　

大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）
　16
／
553
）

7

　右
、
御
書
料
也
、
即
付
廻
信
、
不
具
宣
状
。（
大
原
魚
次
状
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宝
亀
二
年

　大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）
8
／
207
）

8

　右
、
以
今
日
、
官
召
人
名
注
烈
、
諸
人
云
、
明
日
召
與
者
、

若
垂
大
恩
、
預
此
類
賜
、
一
生
喜
何
有
、
今
不
勝
望
憑
犯
輙
貴
、

無
功
憑
望
古
人
所
厭
、
雖
然
尊
公
垂
愁
、
今
以
状
、
　恐
懼
謹
頓

首
、
罪
々
々
、
謹
状
、
不
具
。（
上
咋
麻
呂
状

　宝
亀
年
間

　大

日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）
　16
／
553
）

　こ
の
よ
う
に
、
上
代
の
古
文
書
に
お
け
る
「
具
」
に
は
、「
揃
え

る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、
上
代

の
歴
史
書
で
あ
る
『
古
事
記
』『
日
本
書
記
』
の
「
具
」
の
意
味
と

同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
具
状
」
と
い
う
表
記
で
「
揃
え
る
」
と

い
う
意
味
を
表
し
た
り
、
書
状
の
末
尾
に
「
不
具
、
謹
状
」
と
表

記
し
て
、
書
状
の
体
裁
が
揃
わ
な
い
こ
と
を
詫
び
る
表
現
は
、
古

文
書
特
有
の
表
現
で
あ
ろ
う
。『
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
「
具
状
」

も
、
こ
の
よ
う
な
古
文
書
の
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
例
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
「
具
」
の
現
れ
方
の
偏
り
は
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る

内
容
の
異
な
り
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
具
」
の
意
味
の
違

い
を
示
す
事
象
と
は
い
え
な
い
。

二
―
二

　中
古
の
古
文
書

　こ
の
期
に
も
、「
具
状
」
の
形
で
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
を

表
す
「
具
」
の
例
が
、
上
代
に
引
き
続
き
、
認
め
ら
れ
る
。

1

　監
主
之
司
。
避
虚
納
以
失
火
。
自
今
以
後
。
不
問
神
災
人
火
。

宜
令
当
時
国
司
郡
司
及
税
長
等
。
一
物
已
上
。
依
数
填
納
。
訖

即
具
状
申
上
。（
応
早
作
土
屋
及
被
焼
損
官
・
稲
填
納
事

　延
暦

五
年

　新
訂
増
補
国
史
大

　巻
26
／
30
頁
）

2

　依
令
。
近
江
大
津
宮
庚
午
年
籍
不
除
。
而
今
無
有
其
籍
。
仍

去
弘
仁
二
年
具
状
言
上
。
即
依
太
政
官
同
年
七
月
四
日
符
。
就

民
部
省
令
写
之
。
而
依
無
庚
午
籍
。
僅
写
辛
未
籍
。
午
未
両
年
。

（
太
政
官
符

　応
以
辛
未
年
籍
為
庚
午
年
籍
事

　弘
仁
十
一
年

　

新
訂
増
補
国
史
大
系

　巻
25
／
536
頁
）

3

　百
姓
苦
彼
凶
毒
。
静
言
流
弊
。
情
切
納
隍
。
宜
仰
有
司
。
厳

加
督
察
。
捜
訊
錄
閭
里
。

　随
獲
且
進
。
莫
作
留
連
。
縦
令
村
邑
之
中
結
党
遊
食
。
及
贓
状

不
露
。
景
迹
可
疑
者
。
捕
身
問
訊
。
詳
尽
情
理
。
得
実
之
日
具

状
申
送
。
事
縁
綸
言
。
不
得
疎
略
。（
太
政
官
符

　応
捜
捕
盗
賊

事

　承
和
七
年

　新
訂
増
補
国
史
大
系

　巻
25
／
640
頁
）

4

　件
田
宜
依
大
貮
従
四
位
下
清
原
真
人
長
田
申
請
令
営
者
。
宜

始
自
来
年
。
准
弘
仁
十
四
年
三
月
十
一
日
符
行
之
者
。
今
准
件
符
。

只
指
田
数
及
獲
稲
用
途
。
非
謂
年
限
、
□
於
四
年
。
但
有
不
堪

営
田
国
者
。
具
状
申
請
。（
斉
衡
二
年

　太
政
官
符

　応
依
例
佃
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宝
亀
二
年
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日
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古
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文
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8
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8

　右
、
以
今
日
、
官
召
人
名
注
烈
、
諸
人
云
、
明
日
召
與
者
、

若
垂
大
恩
、
預
此
類
賜
、
一
生
喜
何
有
、
今
不
勝
望
憑
犯
輙
貴
、

無
功
憑
望
古
人
所
厭
、
雖
然
尊
公
垂
愁
、
今
以
状
、
　恐
懼
謹
頓

首
、
罪
々
々
、
謹
状
、
不
具
。（
上
咋
麻
呂
状

　宝
亀
年
間

　大

日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）
　16
／
553
）

　こ
の
よ
う
に
、
上
代
の
古
文
書
に
お
け
る
「
具
」
に
は
、「
揃
え

る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、
上
代

の
歴
史
書
で
あ
る
『
古
事
記
』『
日
本
書
記
』
の
「
具
」
の
意
味
と

同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
具
状
」
と
い
う
表
記
で
「
揃
え
る
」
と

い
う
意
味
を
表
し
た
り
、
書
状
の
末
尾
に
「
不
具
、
謹
状
」
と
表

記
し
て
、
書
状
の
体
裁
が
揃
わ
な
い
こ
と
を
詫
び
る
表
現
は
、
古

文
書
特
有
の
表
現
で
あ
ろ
う
。『
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
「
具
状
」

も
、
こ
の
よ
う
な
古
文
書
の
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
例
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
「
具
」
の
現
れ
方
の
偏
り
は
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る

内
容
の
異
な
り
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
具
」
の
意
味
の
違

い
を
示
す
事
象
と
は
い
え
な
い
。

二
―
二

　中
古
の
古
文
書

　こ
の
期
に
も
、「
具
状
」
の
形
で
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
を

表
す
「
具
」
の
例
が
、
上
代
に
引
き
続
き
、
認
め
ら
れ
る
。

1

　監
主
之
司
。
避
虚
納
以
失
火
。
自
今
以
後
。
不
問
神
災
人
火
。

宜
令
当
時
国
司
郡
司
及
税
長
等
。
一
物
已
上
。
依
数
填
納
。
訖

即
具
状
申
上
。（
応
早
作
土
屋
及
被
焼
損
官
・
稲
填
納
事

　延
暦

五
年

　新
訂
増
補
国
史
大

　巻
26
／
30
頁
）

2

　依
令
。
近
江
大
津
宮
庚
午
年
籍
不
除
。
而
今
無
有
其
籍
。
仍

去
弘
仁
二
年
具
状
言
上
。
即
依
太
政
官
同
年
七
月
四
日
符
。
就

民
部
省
令
写
之
。
而
依
無
庚
午
籍
。
僅
写
辛
未
籍
。
午
未
両
年
。

（
太
政
官
符

　応
以
辛
未
年
籍
為
庚
午
年
籍
事

　弘
仁
十
一
年

　

新
訂
増
補
国
史
大
系

　巻
25
／
536
頁
）

3

　百
姓
苦
彼
凶
毒
。
静
言
流
弊
。
情
切
納
隍
。
宜
仰
有
司
。
厳

加
督
察
。
捜
訊
錄
閭
里
。

　随
獲
且
進
。
莫
作
留
連
。
縦
令
村
邑
之
中
結
党
遊
食
。
及
贓
状

不
露
。
景
迹
可
疑
者
。
捕
身
問
訊
。
詳
尽
情
理
。
得
実
之
日
具

状
申
送
。
事
縁
綸
言
。
不
得
疎
略
。（
太
政
官
符

　応
捜
捕
盗
賊

事

　承
和
七
年

　新
訂
増
補
国
史
大
系

　巻
25
／
640
頁
）

4

　件
田
宜
依
大
貮
従
四
位
下
清
原
真
人
長
田
申
請
令
営
者
。
宜

始
自
来
年
。
准
弘
仁
十
四
年
三
月
十
一
日
符
行
之
者
。
今
准
件
符
。

只
指
田
数
及
獲
稲
用
途
。
非
謂
年
限
、
□
於
四
年
。
但
有
不
堪

営
田
国
者
。
具
状
申
請
。（
斉
衡
二
年

　太
政
官
符

　応
依
例
佃
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公
営
田
事

　新
訂
増
補
国
史
大
系

　巻
25
／
437
頁
）

　１
は
、
人
の
過
失
に
よ
る
火
災
に
よ
っ
て
、
穀
物
の
納
税
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
土
屋
を
建
て
、
穀
物
を
人
災
天
災
か
ら
守
る
よ
う
に
、

書
状
を
揃
え
て
申
し
上
げ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
2
は
、
庚
午

の
年
籍
が
無
い
こ
と
に
よ
り
、
辛
未
の
年
の
年
籍
で
も
っ
て
、
こ

れ
に
換
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
書
状
を
揃
え
て
定
め
た
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
3
は
、
盗
賊
の
探
索
捕
縛
に
つ
い
て
、
書
状
を
揃
え
て

申
し
送
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
4
は
、
営
田
の
年
限
を
延
長

す
る
こ
と
を
書
状
を
揃
え
て
申
請
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
「
具
状
」
の
「
具
」
は
、
す
べ
て
「
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、
上
代
と
同
じ
よ
う
に
、
手
紙
の
体
裁
の
不
備
を
詫
び
る

「
不
具
」
の
例
も
認
め
ら
れ
る
。

5

　随
仰
重
可
令
申
左
右
候
者
也
、
諸
事
不
具
、
謹
言
（
捕
二
八
五

　

法
眼
寛
慶
書
状

　寛
治
七
年

　文
書
番
号

6285
青
蓮
院
所
蔵
諸
菩

薩
釈
義
裏
文
書

　11
／
286
） 

、

6

　所
労
之
間
、
他
事
不
具
、
謹
言
（
二
八
五
二

　越
前
国
牛
原

庄
節
器
支
配
符
案

　保
元
元
年

　興
福
寺
別
当
次
第
裏
文
書

　

6
／

2352
）

7

　至
于
正
文
、
社
方
有
中
、
仍
令
下
遣
候
畢
、
諸
事
不
具
、
以

上
（
三
四
六

　左
大
辧
藤
原
懐
忠
書
状

　正
暦
二
年

　第
2
冊

489
頁
）

8

　猶
恨
周
旋
不
返
、
令
勒
廻
便
、
不
具
謹
状
（
捕
二
六
四

　藤

原
道
長
書
状

　長
和
四
年

　第
11
冊
274
頁
）

　ま
た
こ
の
期
に
も
、
次
の
よ
う
に
、「
具
状
」
の
よ
う
な
特
定
の

表
現
を
採
ら
な
い
「
具
」
の
例
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
具
」

の
意
味
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

9

　早
速
奉
請
、
若
有
零
落
、
請
具
経
耳 

（
太
政
官
符

　延
暦
廿
三

年

　東
大
東
南
204 

1
／
238 

）

10

　一
備
前
国
二
通
墾
田
百
町
頗
不
具
文
也 

、 

仍
不
委
注
之
、
一

相
模
国
二
通
、
依
不
具
不
能
委
注
之
。（
大
治
五
年

　文
書
番
号

2156

　百
巻
本
東
大
寺
文
書
七
号

　5
／
185
）

11

　玉
瀧
杣
官
符

　幷
施
入
帳

　第
四
巻
可
具
之
（
天
徳
三
年

　

東
大
東
南

　文
書
番
号
477 

2
／
10
）

　9
は
、
一
切
経
に
脱
落
の
巻
が
あ
れ
ば
、
経
を
揃
え
る
こ
と
を

請
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
は
、
単
独
字
で
動

詞
と
し
て
使
わ
れ
、「
揃
え
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
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え
ら
れ
る
。
10
は
、
備
前
国
の
書
類
や
、
相
模
国
の
書
類
を
、
揃

え
て
い
な
い
た
め
に
、
詳
し
く
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
11
は
、
太
政
官
符
の
第
四
巻
が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
、「
揃

え
よ
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　ま
た
、
中
古
に
は
、「
具
足
」
と
い
う
表
記
の
動
詞
が
多
く
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

12

　吾
聞
、
西
方
有
聖
人
焉
、
其
教
以
清
浄
無
為
本
、
不
染
不
著

為
妙
、
其
化
人
也
、
具
足
功
徳
（
四
三
一
一

　延
暦
二
十
四
年

　

僧
最
澄
将
来
目
録

　延
暦
寺
文
書

　第
8
冊
3228
頁
）

13

　右
、
件
田
者
、
東
大
寺
春
日
御
庄
田
内
、
字
西
門
田
、
先
祖

相
伝
次
、
無
他
妨
領
掌
年
久
、
而
僧
慶
観
行
仁
、
依
有
要
用
、

限
直
米
肆
石
斗
細
布
十
盧
八
細
布
一
段
、
東
大
寺
寺
僧
僧
浄
能

行
人
、
具
足
本
券
、
永
常
地
売
渡
事
既
畢
（
一
七
八
三

　天
永

三
年

　僧
慶
観
田
地
売
券

　高
橋
義
彦
氏
所
蔵
東
大
寺
文
書

　

第
4
冊
1610
頁
）

14

　右
盛
平
、
身
者
雖
次
男
、
依
定
嫡
子
、
在
国
司
職
并
右
松
村

田
畠
、
具
足
代
代
公
験
、
所
譲
与
実
也
（
二
六
一
一

　日
下
部

盛
譲
状
写

　第
6
冊
2238
頁
）

　こ
れ
ら
の
「
具
足
」
は
、「
具
足
す
」
と
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し

て
読
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
枕
草
子
』
や
『
今
昔
物
語
集
』、

『
平
家
物
語
』
に
も
、「
具
足
す
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
訓
点
資
料

に
も
、
高
山
寺
本
大
毘
廬
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
二
年
点
に
「
具
足

せ
り
」
と
読
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
。
12
の
例
は
、「
聖
人
」
と
い
う

有
情
物
を
主
体
と
し
、「
功
徳
」
と
い
う
抽
象
的
概
念
を
対
象
と
し

て
い
る
。
意
味
は
、「
十
分
に
備
え
る
」
と
解
さ
れ
る
。
13
、
14
の

「
具
足
」
は
、
人
を
主
体
と
し
、
本
券
な
ど
の
書
類
を
対
象
と
す
る
。

意
味
は
、「
十
分
に
揃
え
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
12
の
「
具
足
」
は
、

「
十
分
に
備
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
人
が
才
能
と
い
っ
た
属
性
を

十
分
に
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
、
13
、
14
の
「
具
足
」
は
、

「
十
分
に
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
人
が
、
官
に
訴
え
る
た
め
に

必
要
な
書
類
等
の
非
情
物
を
揃
え
る
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、
抽

象
的
概
念
を
対
象
に
す
る
場
合
は
、「
十
分
に
備
え
る
」
と
い
う
意

味
に
な
り
、
具
体
的
事
物
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、「
十
分
に
揃
え

る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
中
国
で
の
「
具
足
」
は
、
12
の
例
の

よ
う
な
、
才
能
な
ど
の
抽
象
的
概
念
を
対
象
に
取
る
よ
う
で
あ
る
。

12
の
例
は
、
仏
教
書
で
あ
り
、
13
、
14
は
、
古
文
書
で
あ
る
。
12

の
仏
教
書
の
「
具
足
」
は
、
中
国
の
「
具
足
」
の
意
味
に
沿
う
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　さ
ら
に
、「
具
足
」
は
、
十
二
世
紀
に
な
る
と
、
接
頭
辞
「
相
」
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え
ら
れ
る
。
10
は
、
備
前
国
の
書
類
や
、
相
模
国
の
書
類
を
、
揃

え
て
い
な
い
た
め
に
、
詳
し
く
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
11
は
、
太
政
官
符
の
第
四
巻
が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
、「
揃

え
よ
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　ま
た
、
中
古
に
は
、「
具
足
」
と
い
う
表
記
の
動
詞
が
多
く
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

12

　吾
聞
、
西
方
有
聖
人
焉
、
其
教
以
清
浄
無
為
本
、
不
染
不
著

為
妙
、
其
化
人
也
、
具
足
功
徳
（
四
三
一
一

　延
暦
二
十
四
年

　

僧
最
澄
将
来
目
録

　延
暦
寺
文
書

　第
8
冊
3228
頁
）

13

　右
、
件
田
者
、
東
大
寺
春
日
御
庄
田
内
、
字
西
門
田
、
先
祖

相
伝
次
、
無
他
妨
領
掌
年
久
、
而
僧
慶
観
行
仁
、
依
有
要
用
、

限
直
米
肆
石
斗
細
布
十
盧
八
細
布
一
段
、
東
大
寺
寺
僧
僧
浄
能

行
人
、
具
足
本
券
、
永
常
地
売
渡
事
既
畢
（
一
七
八
三

　天
永

三
年

　僧
慶
観
田
地
売
券

　高
橋
義
彦
氏
所
蔵
東
大
寺
文
書

　

第
4
冊
1610
頁
）

14

　右
盛
平
、
身
者
雖
次
男
、
依
定
嫡
子
、
在
国
司
職
并
右
松
村

田
畠
、
具
足
代
代
公
験
、
所
譲
与
実
也
（
二
六
一
一

　日
下
部

盛
譲
状
写

　第
6
冊
2238
頁
）

　こ
れ
ら
の
「
具
足
」
は
、「
具
足
す
」
と
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し

て
読
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
枕
草
子
』
や
『
今
昔
物
語
集
』、

『
平
家
物
語
』
に
も
、「
具
足
す
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
訓
点
資
料

に
も
、
高
山
寺
本
大
毘
廬
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
二
年
点
に
「
具
足

せ
り
」
と
読
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
。
12
の
例
は
、「
聖
人
」
と
い
う

有
情
物
を
主
体
と
し
、「
功
徳
」
と
い
う
抽
象
的
概
念
を
対
象
と
し

て
い
る
。
意
味
は
、「
十
分
に
備
え
る
」
と
解
さ
れ
る
。
13
、
14
の

「
具
足
」
は
、
人
を
主
体
と
し
、
本
券
な
ど
の
書
類
を
対
象
と
す
る
。

意
味
は
、「
十
分
に
揃
え
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
12
の
「
具
足
」
は
、

「
十
分
に
備
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
人
が
才
能
と
い
っ
た
属
性
を

十
分
に
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
、
13
、
14
の
「
具
足
」
は
、

「
十
分
に
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
人
が
、
官
に
訴
え
る
た
め
に

必
要
な
書
類
等
の
非
情
物
を
揃
え
る
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、
抽

象
的
概
念
を
対
象
に
す
る
場
合
は
、「
十
分
に
備
え
る
」
と
い
う
意

味
に
な
り
、
具
体
的
事
物
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、「
十
分
に
揃
え

る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
中
国
で
の
「
具
足
」
は
、
12
の
例
の

よ
う
な
、
才
能
な
ど
の
抽
象
的
概
念
を
対
象
に
取
る
よ
う
で
あ
る
。

12
の
例
は
、
仏
教
書
で
あ
り
、
13
、
14
は
、
古
文
書
で
あ
る
。
12

の
仏
教
書
の
「
具
足
」
は
、
中
国
の
「
具
足
」
の
意
味
に
沿
う
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　さ
ら
に
、「
具
足
」
は
、
十
二
世
紀
に
な
る
と
、
接
頭
辞
「
相
」
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を
付
し
て
、「
相
具
足
」
の
よ
う
に
書
き
表
わ
す
例
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

15

　右
件
田
畠
等
者
、
紀
元
延
次
第
□
相
伝
領
也
、
全
无
他
妨
、

仍
紀
元
延
、
本
券
相
具
足
、
永
渡
与
寿
王
丸
既
畢
（
三
一
五
六

　

永
暦
二
年

　紀
元
延
田
畠
処
分
状

　東
大
寺
文
書
十
七
巻
202

　

第
7
冊
2534
頁
）

16

　右
、
件
田
地
者
、
僧
良
仁
相
伝
領
掌
処
也
。
然
を
御
米
貮
斛

玖
斗
参
升
院
主
御
房
政
所
件
田
令
進
上
、
為
後
日
沙
汰
、
本
券

相
具
足
シ
テ
、
放
新
券
状
、
如
件
。（
三
三
一
二

　長
寛
二
年

　

僧
良
仁
田
地
避
文

　第
7
冊
2631
頁
）

17

　而
僧
円
賀
公
験
文
書
相
具
足
□
テ
、
清
原
姉
子

　渡
了

（
三
四
〇
六

　仁
安
一
年

　僧
国
賀
畠
渡
状

　尊
経
閣
所
蔵
文
書

　

第
7
冊
2680
頁
）

18

　而
依
有
直
要
用
、
限
永
年
作
手
僧
辦
実
売
與
畢
。
仍
本
公

験
相
具
足
、
為
備
後
代
証
文
、
放
券
文
之
状
（
嘉
応
二
年

　

三
五
六
二

　橘
姉
子
田
地
売
券

　東
大
寺
文
書
四
ノ
七
十
七

　

第
7
冊
2771
頁
）

19

　右
、
以
去
十
八
日
午
時
、
自
田
仲
庄
、
能
清
舎
弟
并
長
明
等
、

千
万
軍
兵
相
具
足
シ
テ
、
荒
川
ニ

　打
入
テ
庄
内
ヲ
焼
失
、
或
殺

害
、
或
負
手
候
了
。（
捕
三
九
七

　養
和
二
年

　紀
伊
荒
河
庄
百

姓
等
解
高
野
山
文
書
又
続
宝
簡
集
八
十
五

　第
11
冊
341
頁
）

20

　右
、
件
田
地
者
、
正
福
法
師
之
年
来
主
公
自
了
仏
房
之
御
手

最
後
給
仕
故
、
永
代
ニ
処
分
賜
処
也
。
而
依
有
要
用
、
于
源
守

友
本
券
相
具
足
シ
テ
、
本
納
米
肆
斛
永
代
ニ
沽
却
了
。（
四
一
一
五

　

寿
永
二
年

　正
福
法
師
田
地
売
券

　第
8
冊
3107
頁
）

21

　右
、
件
田
地
元
者
、
興
福
寺
住
僧
印
教
之
先
師
相
伝
領
掌
之

田
地
也
。
而
年
来
所
従
五
福
法
師
本
券
相
具
足
、
永
代
処
分
與

既
了
。（
四
〇
九
〇

　寿
永
二
年

　相
印
教
田
地
処
分
状

　第
8

冊
3096
頁
）

　こ
れ
ら
の
「
相
具
足
」
は
、
用
例
16
・
19
に
「
シ
テ
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
、「
ア
ヒ
グ
ソ
ク
シ
テ
」
と
漢
語
サ
変
動
詞
で
読
む
と

考
え
ら
れ
る
。
15
、
16
、
17
、
18
、
20
、
21
の
「
相
具
足
」
は
、
人

を
主
体
と
し
、
本
券
の
書
状
を
対
象
と
す
る
。「
相
」
は
、
複
数
の

書
状
を
一
緒
に
ま
と
め
る
と
い
う
意
味
を
付
与
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
「
相
具
足
」
は
、「
十
分
に
揃
え
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
19
の
「
相
具
足
」
は
、
主
体
が
人
で
、
対
象
は
「
千
万
軍

兵
」
と
い
う
、
人
で
あ
る
。
こ
の
「
相
具
足
」
の
意
味
は
、「
い
っ

し
ょ
に
引
き
連
れ
る
」
で
あ
る
。「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
は
、

中
国
の
「
具
足
」
に
は
本
来
、
無
か
っ
た
意
味
で
、
こ
れ
も
「
相

具
足
」
の
形
で
表
さ
れ
る
。
ま
た
、「
相
具
足
」
に
は
、
先
の
12
の
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例
の
「
具
足
」
の
よ
う
に
、
功
徳
の
よ
う
な
抽
象
的
概
念
を
対
象

と
す
る
例
は
み
ら
れ
な
い
。「
相
具
足
」
は
、
人
を
主
体
と
し
、
本

券
の
よ
う
な
具
体
的
事
物
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
「
十
分
に
揃

え
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、
家
来
の
よ
う
な
有
情
物
を
対
象
と

す
る
場
合
に
は
、「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。

　ま
た
、
次
の
よ
う
に
、「
相
共
具
足
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
例
か
ら
、「
相
」
は
、「
複
数
の
対
象
を
い
っ
し
ょ
に
」
と

い
う
意
味
を
付
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

22

　渡
進
実
正
明
白
也
、
但
本
券
新
券
相
共
具
足
渡
進
也
、
仍
為

後
日
沙
汰
、（
三
八
九
九

　治
承
三
年

　東
大
寺
文
書
四
ノ
六

　

第
8
冊
2988
頁
）

　こ
の
例
は
、「
本
券
」
と
「
新
券
」
を
「
い
っ
し
ょ
に
十
分
に
揃

え
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　さ
て
、
平
安
時
代
後
期
に
な
っ
て
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、「
相
具
」

の
形
で
使
わ
れ
る
「
具
」
の
例
が
増
え
る
こ
と
で
あ
る
。

23

　所
請
如
件
、
抑
随
国
符
之
旨
、
同
日
夕
部
、
相
具
官
使
山
重

成
・
紀
安
武
并
大
判
官

　代
正
助
等
、
罷
向
件
黒
田
村
庄
屋
之

後
（
八
四

　天
喜
元
年

　官
宣
旨
集

　東
大
寺
文
書
之
五

　第

5
冊
／
190
頁
）

24

　近
則
去
嘉
承
三
年
、
国
司
依
偁
有
加
納
、
相
具
寺
使
国
使
并

調
度
文
書
、
遣
左
史
生
則
定
等
、
被
令
裁
定
四
至
之
日
、
打
膀

示
如
旧
、
敢
不
相
違
。（
五
五
六

　鳥
羽
天
皇
宣
旨
集

　永
久
五

年

　東
大
東
南

　第
2
冊
／
368
頁
）

25

　是
則
守
清
家
・
孝
言
・
祐
俊
等
之
任
、
弁
済
二
斗
米
幷
准
米

代
以
凢
絹
一
疋
充
五
斗
之
証
文
也
、
件
等
証
文
相
具
孝
清
朝
臣

之
任
中
官
物
結
解
、
□
留
官
底
。（
二
五
八

　黒
田
杣
司
等
解

　

保
安
五
年

　東
大
図
未

　第
12
冊
／
90
頁
）

26

　別
当
法
眼
任
清
依
召
参
鳥
羽
殿
院
、
可
放
生
会
神
馬
三
疋
相

具
之
下
向
（
一
四
九

　石
清
水
文
書
之
五

　宮
寺
縁
事
抄

　放

生
会
前
後
事

　大
治
四
年

　石
清
付
7

　第
5
冊
／
298
頁
）

27

　両
宰
相
、
并
自
京
所
相
具
寛
実
真
慶
等
帰
京
。（
二
〇
〇

　

久
安
四
年

　又
続
宝
簡
集
三
十

　至
同
六
年
高
野
又
続

　第
4

冊
／
453
頁
）

28

　彼
検
注
之
時
、
不
相
具
寺
家
使
シ
テ
、
国
使
許
令

　検
注
者
。

（
三
〇
五

　伊
賀
在
庁
官
人
等
解
案

　東
大
図
未

　第
12
冊
／
11

頁
）

29

　右
、
件
敷
地
田
畠
家
地
者
、
為
上
座
大
法
師
円
尊
所
領
、
年

来
敢
無
他
妨
、
仍
本
券
等
相
具
、
譲
与
息
男
僧
尊
珎
之
処
也
。

（
三
六
四

　東
大
寺
上
座
円
尊
家
地
田
畠
処
分
状

　永
暦
元
年
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例
の
「
具
足
」
の
よ
う
に
、
功
徳
の
よ
う
な
抽
象
的
概
念
を
対
象

と
す
る
例
は
み
ら
れ
な
い
。「
相
具
足
」
は
、
人
を
主
体
と
し
、
本

券
の
よ
う
な
具
体
的
事
物
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
「
十
分
に
揃

え
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、
家
来
の
よ
う
な
有
情
物
を
対
象
と

す
る
場
合
に
は
、「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。

　ま
た
、
次
の
よ
う
に
、「
相
共
具
足
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
例
か
ら
、「
相
」
は
、「
複
数
の
対
象
を
い
っ
し
ょ
に
」
と

い
う
意
味
を
付
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

22

　渡
進
実
正
明
白
也
、
但
本
券
新
券
相
共
具
足
渡
進
也
、
仍
為

後
日
沙
汰
、（
三
八
九
九

　治
承
三
年

　東
大
寺
文
書
四
ノ
六

　

第
8
冊
2988
頁
）

　こ
の
例
は
、「
本
券
」
と
「
新
券
」
を
「
い
っ
し
ょ
に
十
分
に
揃

え
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　さ
て
、
平
安
時
代
後
期
に
な
っ
て
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、「
相
具
」

の
形
で
使
わ
れ
る
「
具
」
の
例
が
増
え
る
こ
と
で
あ
る
。

23

　所
請
如
件
、
抑
随
国
符
之
旨
、
同
日
夕
部
、
相
具
官
使
山
重

成
・
紀
安
武
并
大
判
官

　代
正
助
等
、
罷
向
件
黒
田
村
庄
屋
之

後
（
八
四

　天
喜
元
年

　官
宣
旨
集

　東
大
寺
文
書
之
五

　第

5
冊
／
190
頁
）

24

　近
則
去
嘉
承
三
年
、
国
司
依
偁
有
加
納
、
相
具
寺
使
国
使
并

調
度
文
書
、
遣
左
史
生
則
定
等
、
被
令
裁
定
四
至
之
日
、
打
膀

示
如
旧
、
敢
不
相
違
。（
五
五
六

　鳥
羽
天
皇
宣
旨
集

　永
久
五

年

　東
大
東
南

　第
2
冊
／
368
頁
）

25

　是
則
守
清
家
・
孝
言
・
祐
俊
等
之
任
、
弁
済
二
斗
米
幷
准
米

代
以
凢
絹
一
疋
充
五
斗
之
証
文
也
、
件
等
証
文
相
具
孝
清
朝
臣

之
任
中
官
物
結
解
、
□
留
官
底
。（
二
五
八

　黒
田
杣
司
等
解

　

保
安
五
年

　東
大
図
未

　第
12
冊
／
90
頁
）

26

　別
当
法
眼
任
清
依
召
参
鳥
羽
殿
院
、
可
放
生
会
神
馬
三
疋
相

具
之
下
向
（
一
四
九

　石
清
水
文
書
之
五

　宮
寺
縁
事
抄

　放

生
会
前
後
事

　大
治
四
年

　石
清
付
7

　第
5
冊
／
298
頁
）

27

　両
宰
相
、
并
自
京
所
相
具
寛
実
真
慶
等
帰
京
。（
二
〇
〇

　

久
安
四
年

　又
続
宝
簡
集
三
十

　至
同
六
年
高
野
又
続

　第
4

冊
／
453
頁
）

28

　彼
検
注
之
時
、
不
相
具
寺
家
使
シ
テ
、
国
使
許
令

　検
注
者
。

（
三
〇
五

　伊
賀
在
庁
官
人
等
解
案

　東
大
図
未

　第
12
冊
／
11

頁
）

29

　右
、
件
敷
地
田
畠
家
地
者
、
為
上
座
大
法
師
円
尊
所
領
、
年

来
敢
無
他
妨
、
仍
本
券
等
相
具
、
譲
与
息
男
僧
尊
珎
之
処
也
。

（
三
六
四

　東
大
寺
上
座
円
尊
家
地
田
畠
処
分
状

　永
暦
元
年
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東
大
図
成

　第
7
冊
／
204
頁
）

30

　而
能
寿
依
為

　年
来
弟
子
、
相
具
請
文
、
永
譲
渡

　于
彼
能

寿
状
如
件
。（
二
四

　僧
恵
尋
田
地
譲
状

　仁
安
二
年

　東
大
別

集

　第
1
冊
／
98
頁
）

　23
は
、
黒
田
庄
の
領
地
を
安
堵
す
る
た
め
に
、
左
弁
官
が
官
使

官
使
山
重
成
・
紀
安
武
并
大
判
官
代
正
助
等
を
引
き
連
れ
て
、
黒

田
庄
へ
向
か
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
相
具
」
の
主

体
は
左
弁
官
で
、
対
象
は
官
使
等
で
あ
る
。「
相
具
」
の
意
味
は
、

「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
24
は
、
国
房
に
よ
っ
て
侵

さ
れ
た
庄
の
境
界
を
、
国
司
が
寺
使
国
使
并
調
度
文
書
、
遣
左
史

生
則
定
等
を
携
え
、
あ
る
い
は
引
き
連
れ
て
裁
定
に
及
び
、
境
界

を
旧
に
も
ど
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
相
具
」
の

主
体
は
国
司
で
、
対
象
は
、
寺
使
や
国
使
遣
、
さ
ら
に
は
左
史
生

則
定
と
い
っ
た
有
情
物
と
、
調
度
文
書
と
い
う
具
体
的
事
物
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
相
具
」
が
、
有
情
物
と
具
体
的
事
物
と
を

同
時
に
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
表
し
、
両
者
の
場
合
、「
相
具
」

は
同
じ
意
味
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
使
な
ど
の
有

情
物
を
対
象
に
取
る
場
合
は
「
引
き
連
れ
る
」
の
意
味
、
文
書
な

ど
の
具
体
的
事
物
を
対
象
に
取
る
場
合
に
は
「
揃
え
る
」
と
い
う

意
味
と
い
っ
た
よ
う
に
、
別
の
意
味
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
両

者
の
意
味
を
、「
対
象
が
有
情
物
で
あ
れ
具
体
的
事
物
で
あ
れ
、
主

体
が
必
要
と
す
る
物
を
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
こ
の
例
は
示
し
て
い
る
。
25
は
、
興
福
寺
の
修
造

の
た
め
に
二
斗
米
を
、
国
に
献
上
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
相

具
」
の
主
体
は
国
司
で
、
対
象
は
孝
清
朝
臣
の
官
物
結
解
の
書
類

で
あ
る
。「
弁
済
二
斗
米
幷
准
米
代
以
凢
絹
一
疋
充
五
斗
之
証
文
」

と
い
っ
た
「
件
等
証
文
」
に
加
え
て
、「
孝
清
朝
臣
之
任
中
官
物
結

解
」
の
書
類
を
「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
26
は
、
別
当

任
清
が
鳥
羽
院
の
召
し
に
よ
っ
て
、
放
生
会
の
神
馬
三
疋
を
引
き

連
れ
て
参
上
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
相
具
」
の
主
体
は
、
任

清
で
、
対
象
は
神
馬
三
疋
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
相
具
」
の
意
味
は
、

対
象
が
有
情
物
な
の
で
、「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、

本
義
と
し
て
は
、「
主
体
が
必
要
と
す
る
物
を
揃
え
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
こ
と
は
、
用
例
24
で
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
27
の
「
相

具
」
の
主
体
は
、「
両
宰
相
と
自
京
所
」
で
、
対
象
は
「
寛
実
真
慶

等
」
で
あ
る
。
対
象
が
有
情
物
の
例
で
、
意
味
は
「
引
き
連
れ
る
」

と
な
る
。
28
の
「
相
具
」
の
主
体
は
官
人
で
、
対
象
は
「
寺
家
使
」

で
あ
る
。
こ
れ
も
対
象
が
有
情
物
の
例
で
、
意
味
は
「
引
き
連
れ

る
」
と
な
る
。
29
の
「
相
具
」
の
主
体
は
円
尊
で
、
対
象
は
「
本

券
等
」
で
あ
る
。
所
有
す
る
田
畠
を
息
男
の
尊
珍
に
譲
る
内
容
の

文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
相
具
」
の
意
味
は
「
揃
え
る
」
で
あ
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る
。
30
の
「
相
具
」
の
主
体
は
恵
尋
で
、
対
象
は
「
請
文
」
で
あ
る
。

「
相
具
」
の
意
味
は
、
対
象
が
具
体
的
事
物
な
の
で
、「
揃
え
る
」

で
あ
る
。
僧
恵
尋
が
、
書
類
を
揃
え
て
、
田
地
を
弟
子
に
譲
渡
す

る
内
容
の
文
書
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
相
具
」
は
、
具
体
的
事
物
も
有
情
物
も
対
象
に

取
る
こ
と
が
で
き
、
具
体
的
事
物
を
対
象
と
す
る
場
合
は
「
揃
え

る
」
の
意
味
を
示
し
、
有
情
物
の
場
合
は
「
引
き
連
れ
る
」
と
い

う
意
味
を
示
す
。
た
だ
し
、
両
者
、
別
の
意
味
を
示
す
と
い
う
よ

り
は
、「
主
体
が
必
要
な
も
の
を
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
両
者

の
意
味
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
代
の
「
具
」
も
「
揃
え

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
相
具
」
も
、
本
質
的
に
は
同
じ
意

味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、「
具
」
単
独
の

動
詞
例
に
は
、
有
情
物
を
対
象
に
取
る
例
、
す
な
わ
ち
「
引
き
連

れ
る
」
と
い
う
意
味
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

上
代
の
「
具
」
が
「
ソ
ナ
フ
」
と
い
う
和
語
を
書
き
表
し
て
お
り
、

「
相
具
」
は
「
具
す
」
と
い
う
漢
語
サ
変
動
詞
を
書
き
表
し
て
い
る

と
い
う
違
い
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
揃
え
る
」
と
い

う
意
味
に
「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
加
わ
る
こ
と
と
、「
具
」

が
漢
語
サ
変
動
詞
を
書
き
表
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
は
、
関
連

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、「
相
具
」
が
サ
変
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
は
、
次
の

例
か
ら
知
ら
れ
る
。

31

　請
被
殊
任
先
判
旨
裁
定
、
三
田
郷
并
別
符
重
行
田
畠
公
験
相

具
シ
天
嫡
男
守
遠
譲
与
子
細
状
（
八
五
四

　安
芸
国
高
田
郡
司
解

　

天
喜
五
年

　厳
島
神
社
文
書

　第
3
冊
／
917
頁
）

　31
の
例
は
、
藤
原
守
頼
が
、
田
畠
を
嫡
男
に
譲
り
渡
す
と
い
う

内
容
で
あ
る
。「
相
具
す
」
の
主
体
は
守
頼
で
、
対
象
は
田
畠
の
公

験
、
す
な
わ
ち
書
類
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
相
具
す
」
の
意
味
は
、

「
揃
え
る
」
で
あ
る
。

　な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
に
し
た
「
相
具
ス
」
に
つ
い
て

は
、
青
木
（
2 

0 

0 

7
）
で
、『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
と
い
う
観

点
か
ら
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る（

12
）。

そ
の
中
で
青
木
氏
は
、「
ア

ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
平
安
時
代
の
日
本
漢
文
に
お
い
て
成
立
し
、

平
安
時
代
末
期
に
は
仮
名
（
交
じ
り
）
文
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
語
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
稿
者
も
、
こ

の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
は
、
や
は
り
「
相
具
」
は

見
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
後
期
、
十
世
紀
に
、
古
記
録
、
古
文
書
に

用
例
が
見
え
始
め
、
そ
の
後
十
一
世
紀
に
入
り
、
多
く
の
用
例
を

見
る
よ
う
に
な
る
。

　さ
ら
に
古
記
録
は
、「
取
具
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。
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る
。
30
の
「
相
具
」
の
主
体
は
恵
尋
で
、
対
象
は
「
請
文
」
で
あ
る
。

「
相
具
」
の
意
味
は
、
対
象
が
具
体
的
事
物
な
の
で
、「
揃
え
る
」

で
あ
る
。
僧
恵
尋
が
、
書
類
を
揃
え
て
、
田
地
を
弟
子
に
譲
渡
す

る
内
容
の
文
書
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
相
具
」
は
、
具
体
的
事
物
も
有
情
物
も
対
象
に

取
る
こ
と
が
で
き
、
具
体
的
事
物
を
対
象
と
す
る
場
合
は
「
揃
え

る
」
の
意
味
を
示
し
、
有
情
物
の
場
合
は
「
引
き
連
れ
る
」
と
い

う
意
味
を
示
す
。
た
だ
し
、
両
者
、
別
の
意
味
を
示
す
と
い
う
よ

り
は
、「
主
体
が
必
要
な
も
の
を
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
両
者

の
意
味
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
代
の
「
具
」
も
「
揃
え

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
相
具
」
も
、
本
質
的
に
は
同
じ
意

味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、「
具
」
単
独
の

動
詞
例
に
は
、
有
情
物
を
対
象
に
取
る
例
、
す
な
わ
ち
「
引
き
連

れ
る
」
と
い
う
意
味
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

上
代
の
「
具
」
が
「
ソ
ナ
フ
」
と
い
う
和
語
を
書
き
表
し
て
お
り
、

「
相
具
」
は
「
具
す
」
と
い
う
漢
語
サ
変
動
詞
を
書
き
表
し
て
い
る

と
い
う
違
い
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
揃
え
る
」
と
い

う
意
味
に
「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
加
わ
る
こ
と
と
、「
具
」

が
漢
語
サ
変
動
詞
を
書
き
表
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
は
、
関
連

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、「
相
具
」
が
サ
変
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
は
、
次
の

例
か
ら
知
ら
れ
る
。

31

　請
被
殊
任
先
判
旨
裁
定
、
三
田
郷
并
別
符
重
行
田
畠
公
験
相

具
シ
天
嫡
男
守
遠
譲
与
子
細
状
（
八
五
四

　安
芸
国
高
田
郡
司
解

　

天
喜
五
年

　厳
島
神
社
文
書

　第
3
冊
／
917
頁
）

　31
の
例
は
、
藤
原
守
頼
が
、
田
畠
を
嫡
男
に
譲
り
渡
す
と
い
う

内
容
で
あ
る
。「
相
具
す
」
の
主
体
は
守
頼
で
、
対
象
は
田
畠
の
公

験
、
す
な
わ
ち
書
類
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
相
具
す
」
の
意
味
は
、

「
揃
え
る
」
で
あ
る
。

　な
お
、『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
に
し
た
「
相
具
ス
」
に
つ
い
て

は
、
青
木
（
2 

0 

0 

7
）
で
、『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
と
い
う
観

点
か
ら
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る（

12
）。

そ
の
中
で
青
木
氏
は
、「
ア

ヒ
グ
ス
（
相
具
）」
は
、
平
安
時
代
の
日
本
漢
文
に
お
い
て
成
立
し
、

平
安
時
代
末
期
に
は
仮
名
（
交
じ
り
）
文
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
語
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
稿
者
も
、
こ

の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
は
、
や
は
り
「
相
具
」
は

見
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
後
期
、
十
世
紀
に
、
古
記
録
、
古
文
書
に

用
例
が
見
え
始
め
、
そ
の
後
十
一
世
紀
に
入
り
、
多
く
の
用
例
を

見
る
よ
う
に
な
る
。

　さ
ら
に
古
記
録
は
、「
取
具
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。
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32

　置
火
舎
之
、
政
所
取
具
也
（
八
七
五

　東
大
寺
有
司
寺
倉
出

納
日
記

　永
暦
元
年

　東
大
寺
文
書
之
九

　第
9
冊
／
174
頁
）

33

　召
参
議
頼
定
仰
硯
事
、
頼
定
執
硯
進
大
臣
、
初
仰
左
大
弁
道

方
、
々

　々
取
具
硯

　之

　間
、
被
仰
頼
定
、（
長
和
二
年
九
月

一
六
日

　小
右
記

　第
3
冊
／
161
頁
）

34

　入
定
文
於
覧
筥
、
江
中
納
言
奉
左
府
、
左
府
見
了
返
給
史
、

史
取
具
硯
筥
退
出
了
、（
康
和
五
年
十
二
月
十
三
日

　中
右
記

　

第
5
冊
／
93
頁
）

35

　宇
佐
使
行
家
朝
臣
、
依
被
告
左
大
弁
、
件
使
進
就
膝
突
、
定

俊
宣
命
二
通
結
緒
解
去
之
後
、
不
加
奏
而
取
具
、
一
度
給
於
使
、

給
了
退
出
了
（
寛
治
四
年
十
二
月
十
四
日

　後
二
条
師
通
記

　

第
2
冊
／
44
頁
）

　32
は
、「
火
舎
」
を
、
政
所
が
取
り
揃
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

「
取
具
」
の
主
体
は
政
所
で
、
対
象
は
「
火
舎
」
と
い
う
具
体
的
事

物
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
取
具
」
の
意
味
は
、「
取
り
揃
え
る
」
で

あ
る
。
33
は
、
参
議
頼
定
が
左
大
弁
に
硯
の
準
備
を
命
じ
る
内
容

で
あ
る
。「
取
具
」
の
主
体
は
左
弁
道
方
で
、
対
象
は
硯
で
あ
る
。

「
取
具
」
の
意
味
は
、「
取
り
揃
え
る
」
で
あ
る
。
34
は
、
左
府
が

史
に
、
文
書
が
入
っ
た
硯
筥
を
渡
し
、
史
は
そ
れ
を
取
り
揃
え
て

退
出
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
取
具
」
の
主
体
は
史
で
、
対
象

は
硯
筥
で
あ
る
。
こ
の
「
取
具
」
の
意
味
も
、「
取
り
揃
え
る
」
で

あ
る
。
35
は
、
定
俊
が
宣
命
の
入
っ
た
筥
の
緒
を
解
き
、
奏
上
せ

ず
に
使
に
渡
し
て
退
出
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
取
具
」
の
主

体
は
定
俊
で
、
対
象
は
筥
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
取
具
」
も
、「
取

り
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

二
―
三

　本
邦
に
お
け
る
「
具
」
の
用
字
法
の
変
遷

　こ
こ
で
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
、
古
記
録
や
古
文
書
の

「
具
」
の
用
字
法
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
、
概
略
す
る
。

　ま
ず
、
上
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
「
具
」
は
、「
揃
え

る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
た
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
時
期
は
、
未
だ

漢
語
サ
変
動
詞
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
和
語
動
詞
「
ソ
ナ
フ
」
を

書
き
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
古
に
な
っ
て
も
、「
揃
え
る
」
と

い
う
意
味
を
表
す
「
具
」
は
、
引
き
つ
づ
き
使
わ
れ
る
。
中
古
に

な
る
と
、「
具
足
す
」
と
い
う
漢
語
サ
変
動
詞
の
使
用
例
が
多
く
な

る
。「
具
足
す
」
の
意
味
は
「
十
分
に
揃
え
る
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、「
具
（
ソ
ナ
フ
）」
と
類
義
の
意
味
を
表
す
漢
語
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。
中
古
後
期
の
十
一
世
紀
頃
に
な
る
と
、「
具
」
に
接

頭
辞
「
相
」
を
付
し
た
「
相
具
」
が
、
多
用
さ
れ
る
。「
相
具
」
は
、

「
ア
ヒ
グ
ス
」
と
漢
語
サ
変
動
詞
を
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
ア

ヒ
グ
ス
」
は
、
具
体
的
事
物
を
対
象
に
取
る
場
合
に
は
「
揃
え
る
」
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の
意
味
を
表
し
、
有
情
物
を
対
象
に
取
る
場
合
に
は
「
引
き
連
れ

る
」
の
意
味
を
表
す
。
こ
の
う
ち
、「
引
き
連
れ
る
」
の
意
味
は
、

「
具
」
単
独
の
動
詞
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
相
具
」
は
、
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
を
集
め
整
え
る
と
い
う
意
味
で
、

具
体
的
事
物
を
「
揃
え
る
」
場
合
に
も
、
有
情
物
を
「
引
き
連
れ

る
」
場
合
に
も
、「
相
具
」
で
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
具

す
」
に
つ
い
て
は
、「
相
具
」
の
類
義
語
と
し
て
「
取
具
」
も
使
わ

れ
て
い
る
。「
取
具
」
と
は
、「
取
っ
て
き
て
、
そ
の
場
に
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
取
具
」
は
、
有
情

物
を
対
象
に
取
ら
な
い
。

　以
上
、「
具
」「
相
具
」「
取
具
」
に
つ
い
て
、
上
代
、
中
古
の
使

わ
れ
方
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
大
き
な
変
化
は
、「
具
」
が
、

中
古
で
は
、「
ソ
ナ
フ
」
と
い
う
和
語
を
表
記
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
中
古
で
は
、「
相
具
」「
取
具
」
の
形
で
「
グ
ス
」
と
い
う

漢
語
サ
変
動
詞
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

新
語
「
具
す
」
は
、
和
語
動
詞
「
具
」
と
は
意
味
も
異
な
る
。
有

情
物
を
対
象
と
す
る
場
合
の
「
引
き
連
れ
る
」
は
、
漢
語
サ
変
動

詞
の
み
が
有
す
る
意
味
で
あ
る
。

　で
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
す
」
は
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
訓
点
資
料
に
お
け

る
「
具
」
字
の
読
法
に
関
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
別
稿
に
て
考
え
て

み
た
い
。「
具
す
」
の
成
立
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
ひ
と
ま
ず
、
脇

へ
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
次
節
で
は
、
中
国
の
「
具
」
の
意
味

用
法
と
、
本
邦
に
お
け
る
上
代
、
中
古
の
「
具
」
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
、
比
較
検
討
し
て
お
き
た
い
。

三

　中
国
文
献
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味

　こ
こ
で
は
、
上
代
に
は
す
で
に
本
邦
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
、
日
本
国
現
在
書
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、『
史
記
』『
漢

書
』『
文
選
』
を
対
象
に
、「
具
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。

三
―
一

　史
書
『
史
記
』『
漢
書
』
の
「
具
」

三
―
一
―
一

　『史
記
』
の
「
具
」

　ま
ず
、
他
動
詞
の
「
具
」
の
例
を
挙
げ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、『
新

釈
漢
文
大
系
』
に
よ
る（

13
）。

1

　西
登
空
桐
、
幸
甘
泉
、
令
祠
官
寛
舒
等
具
泰
一
祠
壇
。（
一

　

孝
武
本
紀

　七
一
八
頁
2
行
目
）

2

　今
又
得
韓
之
名
都
一
而
具
甲
。（
四

　韓
世
家

　七
二
八
頁
3

行
目
）

3

　古
者
諸
侯
出
彊
、
必
具
官
以
従
。
請
具
左
右
司
馬
。（
四

　孔
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の
意
味
を
表
し
、
有
情
物
を
対
象
に
取
る
場
合
に
は
「
引
き
連
れ

る
」
の
意
味
を
表
す
。
こ
の
う
ち
、「
引
き
連
れ
る
」
の
意
味
は
、

「
具
」
単
独
の
動
詞
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
相
具
」
は
、
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
を
集
め
整
え
る
と
い
う
意
味
で
、

具
体
的
事
物
を
「
揃
え
る
」
場
合
に
も
、
有
情
物
を
「
引
き
連
れ

る
」
場
合
に
も
、「
相
具
」
で
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
具

す
」
に
つ
い
て
は
、「
相
具
」
の
類
義
語
と
し
て
「
取
具
」
も
使
わ

れ
て
い
る
。「
取
具
」
と
は
、「
取
っ
て
き
て
、
そ
の
場
に
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
取
具
」
は
、
有
情

物
を
対
象
に
取
ら
な
い
。

　以
上
、「
具
」「
相
具
」「
取
具
」
に
つ
い
て
、
上
代
、
中
古
の
使

わ
れ
方
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
大
き
な
変
化
は
、「
具
」
が
、

中
古
で
は
、「
ソ
ナ
フ
」
と
い
う
和
語
を
表
記
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
中
古
で
は
、「
相
具
」「
取
具
」
の
形
で
「
グ
ス
」
と
い
う

漢
語
サ
変
動
詞
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

新
語
「
具
す
」
は
、
和
語
動
詞
「
具
」
と
は
意
味
も
異
な
る
。
有

情
物
を
対
象
と
す
る
場
合
の
「
引
き
連
れ
る
」
は
、
漢
語
サ
変
動

詞
の
み
が
有
す
る
意
味
で
あ
る
。

　で
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
す
」
は
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
訓
点
資
料
に
お
け

る
「
具
」
字
の
読
法
に
関
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
別
稿
に
て
考
え
て

み
た
い
。「
具
す
」
の
成
立
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
ひ
と
ま
ず
、
脇

へ
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
次
節
で
は
、
中
国
の
「
具
」
の
意
味

用
法
と
、
本
邦
に
お
け
る
上
代
、
中
古
の
「
具
」
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
、
比
較
検
討
し
て
お
き
た
い
。

三

　中
国
文
献
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味

　こ
こ
で
は
、
上
代
に
は
す
で
に
本
邦
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
、
日
本
国
現
在
書
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、『
史
記
』『
漢

書
』『
文
選
』
を
対
象
に
、「
具
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。

三
―
一

　史
書
『
史
記
』『
漢
書
』
の
「
具
」

三
―
一
―
一

　『史
記
』
の
「
具
」

　ま
ず
、
他
動
詞
の
「
具
」
の
例
を
挙
げ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、『
新

釈
漢
文
大
系
』
に
よ
る（

13
）。

1

　西
登
空
桐
、
幸
甘
泉
、
令
祠
官
寛
舒
等
具
泰
一
祠
壇
。（
一

　

孝
武
本
紀

　七
一
八
頁
2
行
目
）

2

　今
又
得
韓
之
名
都
一
而
具
甲
。（
四

　韓
世
家

　七
二
八
頁
3

行
目
）

3

　古
者
諸
侯
出
彊
、
必
具
官
以
従
。
請
具
左
右
司
馬
。（
四

　孔
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子
世
家

　八
一
八
頁
5
～
6
行
）

4

　斉
王
以
為
然
、
乃
益
具
車
、
送
琅
邪
王
。（
四

　斉
悼
恵
王

　

九
八
〇
頁
7
行
目
）

5

　願
沛
公
旦
留
壁

　使
人
先
行
受
五
万
人
具
食
。（
四

　留
相
国

世
家

　一
〇
四
五
頁
2
行
目
）

6

　高
帝
豫
具
武
士
、
見
信
至
。（
四

　陳
丞
相
世
家

　一
〇
八
九

頁
1
行
目
）

7

　令
史
官
択
吉
日
、
具
礼
儀
上
、
御
史
奏
輿
地
図
。（
世
家
下

　

一
一
八
七
頁
2
行
目

　山
王
世
家
第
三
十
）

8

　秦
王
以
為
然
、
乃
具
革
車
三
十
乗
、
入
儀
之
梁
。（
列
伝
一

　

三
五
〇
頁
10
行
目

　張
儀
列
伝
巻
十
）

　1
の
「
具
」
の
主
体
は
「
祠
官
寛
舒
」
で
、
対
象
は
「
泰
一
祠

壇
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
2
の
「
具
」
の
主
体
は
「
秦
」
で
、
対
象
は
武
具
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
3
の
二

つ
の
「
具
」
の
主
体
は
い
ず
れ
も
「
諸
侯
」
で
、
対
象
は
「
左
右

司
馬
」、
す
な
わ
ち
文
武
の
官
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃

え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
4
の
「
具
」
の
主
体
は
「
斉
王
」
で
、

対
象
は
「
車
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
5
の
「
具
」
の
主
体
は
「
役
人
た
ち
」
で
、
対
象

は
「
五
万
人
の
食
事
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
6
の
「
具
」
の
主
体
は
「
高
帝
」
で
、
対

象
は
「
武
士
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
高
帝
は
、
戦
い
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
武

士
を
準
備
し
整
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
7
の
「
具
」
の
主
体
は
史

官
で
、
対
象
は
「
礼
儀
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
8
の
「
具
」
の
主
体
は
秦
王
で
、
対

象
は
革
車
三
十
乗
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
主
体
を
み
る
と
、
1
の
「
祠
官
寛
舒
」、
3
の
「
諸

侯
」
等
、
人
と
い
う
有
情
物
で
あ
る
。
2
の
「
秦
」
は
国
で
あ
る

が
、「
揃
え
る
」
行
為
を
行
っ
た
の
は
、
人
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

対
象
は
、
1
の
「
泰
一
祠
壇
」
の
よ
う
に
具
体
的
事
物
も
あ
れ
ば
、

3
の
「
諸
侯
」
の
よ
う
に
有
情
物
も
あ
る
。
主
体
と
対
象
の
関
係

は
、
1
の
「
祠
官
寛
舒
」
と
「
泰
一
祠
壇
」、
2
の
「
秦
」
と
「
甲
」、

3
の
「
諸
侯
」
と
「
左
右
司
馬
」
の
よ
う
に
、
主
体
の
職
務
と
関

わ
り
の
深
い
も
の
が
対
象
と
な
る
。
対
象
は
、
主
体
が
何
か
の
目

的
を
果
た
す
た
め
に
行
為
す
る
う
え
で
、
必
要
と
な
る
も
の
と
い

う
点
で
、
主
体
と
対
象
は
深
い
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

1
の
例
で
は
、「
祠
官
」
が
そ
の
職
務
を
果
た
す
た
め
に
「
祠
壇
」

が
必
要
で
あ
る
し
、
２
の
例
で
は
、「
秦
」
が
戦
争
を
行
う
た
め
に
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は
、「
甲
」
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
は
、
1
「
祠
壇
」、
2

「
甲
」、
3
「
諸
侯
」、
4
「
車
」、
5
「
五
万
人
の
食
事
」、
6
「
礼

儀
」
の
よ
う
に
、
単
体
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
個
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
、
全
体
を
形
成
す
る
と
い
う
特
徴
が
、
い
ず
れ
の
例
に

も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
祠
壇
」
は
、
い
く
つ
か
の
部
分
を
組

み
合
わ
せ
統
合
し
て
、
全
体
が
完
成
す
る
し
、「
甲
」
も
、
こ
の
場

合
、
複
数
の
武
具
で
あ
る
。
7
の
「
礼
儀
」
も
、「
礼
」
と
「
儀
」

に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
礼
」「
儀
」
が
、
い
く
つ
か
の

法
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
、
主
体
に
と
っ
て
、

職
務
上
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
対
象
を
、
個
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
そ
の
全
体
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、「
具
」
と
い
う

行
為
の
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、『
史
記
』
に
は
、
有

情
物
を
対
象
と
す
る
、「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
「
具
」
は

見
ら
れ
な
い
。

　『史
記
』
の
「
具
」
の
意
味
は
、
本
邦
の
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
に
見
ら
れ
る
「
具
」
の
意
味
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　次
に
、『
史
記
』
の
、
自
動
詞
の
「
具
」
の
例
を
挙
げ
、
意
味
を

確
認
す
る
。

9

　弟
外
壬
立
。
是
為
帝
外
壬
、
仲
丁
書
闕
不
具
。（
一

　一
二
七

頁
3
行
目
）

10

　其
功
大
者
其
楽
備
、
其
治
辦
者
其
禮
具
。（
四

　五
一
頁
1
行

目
）

11

　車
星
角
、
若
益
衆
、
及
不
具
、
無
處
車
馬
。（
四

　一
五
一
頁

3
行
目
）

12

　中
有
三
柱
、
柱
不
具
兵
起
。（
四

　一
五
二
頁
3
行
目
）

13

　令
既
具
未
布
、
恐
民
之
不
信
已
。（
列
伝
一

　二
〇
六
頁
1
行

目

　商
君
列
伝
第
八
）

14

　此
一
物
不
具
、
君
固
不
出
。（
列
伝
一

　二
一
八
頁
3
行
目

　

商
君
列
伝
第
八
）

15

　革
抉
・
㕹
芮
、
無
不
畢
具
。（
列
伝
一

　二
四
七
頁
4
行
目

　

蘓
秦
列
伝
第
九
）

16

　騶
衍
之
術
、
迂
大
而
閎
辯
、
奭
也
文
具
難
施
。（
列
伝
二

　

十
五
頁
2
行
目

　孟
子
荀
卿
列
伝
第
十
四
）

　9
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
仲
丁
書
」
で
あ
る
。「
不
具
」
と
は
、

仲
丁
に
関
す
る
書
が
欠
け
て
揃
っ
て
い
な
い
と
い
う
内
容
を
表
わ

す
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

10
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
禮
」
で
あ
る
。「
揃
う
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
11
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
車
星
角
」
で
あ
る
。「
揃
う
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
12
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
三
柱
星
」
で
あ

る
。
意
味
は
、「
揃
う
」
で
あ
る
。
13
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
法
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は
、「
甲
」
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
は
、
1
「
祠
壇
」、
2

「
甲
」、
3
「
諸
侯
」、
4
「
車
」、
5
「
五
万
人
の
食
事
」、
6
「
礼

儀
」
の
よ
う
に
、
単
体
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
個
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
、
全
体
を
形
成
す
る
と
い
う
特
徴
が
、
い
ず
れ
の
例
に

も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
祠
壇
」
は
、
い
く
つ
か
の
部
分
を
組

み
合
わ
せ
統
合
し
て
、
全
体
が
完
成
す
る
し
、「
甲
」
も
、
こ
の
場

合
、
複
数
の
武
具
で
あ
る
。
7
の
「
礼
儀
」
も
、「
礼
」
と
「
儀
」

に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
礼
」「
儀
」
が
、
い
く
つ
か
の

法
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
、
主
体
に
と
っ
て
、

職
務
上
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
対
象
を
、
個
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
そ
の
全
体
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、「
具
」
と
い
う

行
為
の
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、『
史
記
』
に
は
、
有

情
物
を
対
象
と
す
る
、「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
「
具
」
は

見
ら
れ
な
い
。

　『史
記
』
の
「
具
」
の
意
味
は
、
本
邦
の
『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』
に
見
ら
れ
る
「
具
」
の
意
味
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　次
に
、『
史
記
』
の
、
自
動
詞
の
「
具
」
の
例
を
挙
げ
、
意
味
を

確
認
す
る
。

9

　弟
外
壬
立
。
是
為
帝
外
壬
、
仲
丁
書
闕
不
具
。（
一

　一
二
七

頁
3
行
目
）

10

　其
功
大
者
其
楽
備
、
其
治
辦
者
其
禮
具
。（
四

　五
一
頁
1
行

目
）

11

　車
星
角
、
若
益
衆
、
及
不
具
、
無
處
車
馬
。（
四

　一
五
一
頁

3
行
目
）

12

　中
有
三
柱
、
柱
不
具
兵
起
。（
四

　一
五
二
頁
3
行
目
）

13

　令
既
具
未
布
、
恐
民
之
不
信
已
。（
列
伝
一

　二
〇
六
頁
1
行

目

　商
君
列
伝
第
八
）

14

　此
一
物
不
具
、
君
固
不
出
。（
列
伝
一

　二
一
八
頁
3
行
目

　

商
君
列
伝
第
八
）

15

　革
抉
・
㕹
芮
、
無
不
畢
具
。（
列
伝
一

　二
四
七
頁
4
行
目

　

蘓
秦
列
伝
第
九
）

16

　騶
衍
之
術
、
迂
大
而
閎
辯
、
奭
也
文
具
難
施
。（
列
伝
二

　

十
五
頁
2
行
目

　孟
子
荀
卿
列
伝
第
十
四
）

　9
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
仲
丁
書
」
で
あ
る
。「
不
具
」
と
は
、

仲
丁
に
関
す
る
書
が
欠
け
て
揃
っ
て
い
な
い
と
い
う
内
容
を
表
わ

す
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

10
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
禮
」
で
あ
る
。「
揃
う
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
11
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
車
星
角
」
で
あ
る
。「
揃
う
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
12
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
三
柱
星
」
で
あ

る
。
意
味
は
、「
揃
う
」
で
あ
る
。
13
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
法
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令
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
も
、「
揃
う
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
14
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
警
備
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
「
具
」
の
意
味
も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
15
の
「
具
」

の
主
体
は
、「
ひ
じ
当
て
や
盾
の
ひ
も
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」

の
意
味
も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
主
体
は
、
こ
こ
で
は

具
体
的
事
物
や
抽
象
的
概
念
で
あ
る
。
主
体
の
特
徴
は
、
個
が
集

ま
っ
て
、
一
つ
の
完
成
品
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
書
」

は
全
て
の
巻
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
「
仲
丁
書
」
と
し
て
完
成
す
る
し
、

「
礼
」
も
全
て
の
礼
法
が
集
ま
っ
て
、「
礼
」
と
し
て
完
成
す
る
も

の
で
あ
る
。「
星
角
」
も
す
べ
て
が
集
ま
っ
て
、
一
つ
の
星
と
し
て

完
成
す
る
の
で
あ
る
。
自
動
詞
の
「
具
」
は
、
個
が
集
ま
っ
て
全

体
と
し
て
完
成
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

三
―
一
―
二

　『漢
書
』
の
「
具
」

　ま
ず
、
他
動
詞
の
「
具
」
の
例
を
挙
げ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、『
和

刻
本
正
史
』
所
収
の
本
文
に
よ
る（

14
）。

1

　皇
后
親
桑
以
奉
祭
服
、
其
具
礼
儀
。（
巻
四

　文
帝

　十
三
年

　

58
頁
上
左
6
行
目
）

2

　其
與
丞
相
、
列
侯
、
中
二
千
石
礼
官
。
具
礼
儀
奏
。（
巻
五

　

景
帝

　元
年

　61
頁
上
左
10
行
目
）

3

　今
郡
国
二
千
石
或
擅
為
苛
禁
、
禁
民
嫁
娶
不
得
具
酒
食
相
賀

召
。（
巻
八

　宣
帝

　五

　鳳
二
年

　88
頁
下
4
行
目
）

4

　而
民
多
貧
、
盗
賊
不
止
、
其
咎
安
在
。
上
計
簿
、
具
文
而
已
。

（
巻
八

　宣
帝

　黄
龍
元
年

　和
刻
本

　90
頁
上
左
6
行
目
）

5

　其
令
大
官
毌
日
殺
、
所
具
各
減
半
。（
巻
九

　元
帝

　初
元
五

年

　和
刻
本

　92
頁
上
右
2
行
目
）

6

　或
曰
不
能
具
礼
。
礼
以
養
人
為
本
如
有
過
差
是
過
而
養
人
也

（
志

　巻
二
十
二

　礼
楽
志
第
二

　256
頁
上
右
11
行
目
）
324

7

　其
誹
謗
罵
詛
者
又
先
断
古
故
謂
之
具
五
刑
。（
志

　巻
二
十
三

　

刑
法
志
第
三

　272
頁
下
左
5
行
目
）

8

　廼
待
我
而
具
五
也
。
廼
立
黒
帝
祠
名
曰
北
畤
。（
志

　巻

二
十
五

　郊
祀
志
第
五
上

　297
頁
下
右
6
行
目
）

　1
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
帝
の
家
臣
た
ち
」
で
、
対
象
は
「
礼

儀
」
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
耕
桑
の

礼
制
を
揃
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
、
対
象
の
礼
制
は
、

具
体
的
事
物
で
は
な
い
の
で
、
揃
え
る
と
い
っ
て
も
、
何
か
の
部

品
を
具
体
的
に
揃
え
て
、
全
体
と
し
て
完
全
に
す
る
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
抽
象
的
な
制
度
の
部
分
部
分
を
整
え
、
揃
え
、
完
全

な
制
度
に
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
対
象
が
抽
象
的
で
あ

る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
、「
整
え
て
完
全
に
す
る
」
と
い
う
よ
う
な

46845_タテ3柚木.indd   62 2015/03/04   14:09:25

62―　　― ―　　―63―　　― ―　　―

意
味
に
な
る
が
、
対
象
が
具
体
的
事
物
の
「
具
」
の
意
味
、
す
な

わ
ち
「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
丞
相
、
列
侯
、
中
二
千
礼
官
」
で
、
対

象
は
「
礼
儀
」
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
ろ

う
。
丞
相
、
列
侯
、
中
二
千
石
礼
官
は
、
礼
儀
を
準
備
し
整
え
て
、

皇
帝
に
奏
上
す
る
の
で
あ
る
。
3
の
「
具
」
の
主
体
は
、
民
衆
で
、

対
象
は
「
酒
食
」
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。

嫁
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
酒
食
を
準
備
し
整
え
互
い
に
祝
福
し
あ

う
の
で
あ
る
。
4
の
主
体
は
「
役
人
」
で
、
対
象
は
「
文
」
で
あ

る
。
役
人
が
、
文
簿
を
準
備
し
整
え
る
の
み
で
、
不
正
を
取
り
締

ま
ろ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で

あ
る
。
5
の
「
具
」
の
主
体
は
役
人
で
、
対
象
は
饌
で
あ
る
。「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
天
帝
へ
の
料
理
を
半
減
さ
せ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
6
の
「
具
」
の
主
体
は
成
帝
で
、
対
象
は
礼

で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
準
備
し
整
え
る
」
で
あ
る
。
礼
を

揃
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
人
が
言
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

7
の
「
具
」
の
主
体
は
漢
の
刑
法
で
、
対
象
は
五
刑
で
あ
る
。「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
漢
が
興
っ
た
当
初
の
三
族
や
誹

謗
の
刑
法
は
、
五
刑
を
揃
え
て
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
8
の

「
具
」
の
主
体
は
漢
の
高
祖
で
、
対
象
は
五
帝
の
祠
で
あ
る
。「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
秦
の
時
代
は
四
帝
し
か
祀
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
漢
の
高
祖
は
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
、

黒
帝
を
加
え
て
五
帝
を
祀
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
漢
書
』
に
見
ら
れ
る
、
他
動
詞
の

「
具
」
も
、
全
て
「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
解
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
中
国
文
献
『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
、
他
動
詞
「
具
」
の
意

味
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
邦
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に

見
ら
れ
る
、
他
動
詞
の
「
具
」
の
意
味
と
も
同
じ
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
中
国
の
歴
史
書
に
見
ら
れ
る
、
他

動
詞
「
具
」
と
、
本
邦
の
歴
史
書
に
見
ら
れ
る
、
他
動
詞
「
具
」
は
、

同
じ
意
味
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
邦
の
上

代
漢
文
で
使
わ
れ
た
「
具
」
は
、『
日
本
書
記
』
の
よ
う
な
正
格
漢

文
に
基
づ
く
文
体
で
あ
れ
、『
古
事
記
』
の
よ
う
な
和
化
漢
文
で
あ

れ
、
い
ず
れ
も
、
中
国
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味
に
沿
っ
た
使
わ

れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　次
に
、
自
動
詞
の
「
具
」
の
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
和
刻
本

で
は
、
こ
れ
ら
の
「
具
」
は
、「
ソ
ナ
ハ
ル
」
と
読
ん
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

9

　至
太
平
而
大
備
周
監
於
二
代
礼
文
尤
具
事
為
之
制
。
曲
為
之

防
。（
志

　巻
二
十
二

　礼
楽
志
第
二

　255
頁
上
右
4
行
目
）
321

10

　威
儀
既
盛
美
矣
然
徳
化
未
流
洽
者
。
礼
楽
未
具
。（
志

　巻
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意
味
に
な
る
が
、
対
象
が
具
体
的
事
物
の
「
具
」
の
意
味
、
す
な

わ
ち
「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
丞
相
、
列
侯
、
中
二
千
礼
官
」
で
、
対

象
は
「
礼
儀
」
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
ろ

う
。
丞
相
、
列
侯
、
中
二
千
石
礼
官
は
、
礼
儀
を
準
備
し
整
え
て
、

皇
帝
に
奏
上
す
る
の
で
あ
る
。
3
の
「
具
」
の
主
体
は
、
民
衆
で
、

対
象
は
「
酒
食
」
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。

嫁
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
酒
食
を
準
備
し
整
え
互
い
に
祝
福
し
あ

う
の
で
あ
る
。
4
の
主
体
は
「
役
人
」
で
、
対
象
は
「
文
」
で
あ

る
。
役
人
が
、
文
簿
を
準
備
し
整
え
る
の
み
で
、
不
正
を
取
り
締

ま
ろ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で

あ
る
。
5
の
「
具
」
の
主
体
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人
で
、
対
象
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で
あ
る
。「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
天
帝
へ
の
料
理
を
半
減
さ
せ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
6
の
「
具
」
の
主
体
は
成
帝
で
、
対
象
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礼

で
あ
る
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具
」
の
意
味
は
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準
備
し
整
え
る
」
で
あ
る
。
礼
を

揃
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
人
が
言
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

7
の
「
具
」
の
主
体
は
漢
の
刑
法
で
、
対
象
は
五
刑
で
あ
る
。「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
漢
が
興
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た
当
初
の
三
族
や
誹

謗
の
刑
法
は
、
五
刑
を
揃
え
て
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
8
の

「
具
」
の
主
体
は
漢
の
高
祖
で
、
対
象
は
五
帝
の
祠
で
あ
る
。「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
秦
の
時
代
は
四
帝
し
か
祀
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
漢
の
高
祖
は
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
、

黒
帝
を
加
え
て
五
帝
を
祀
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
漢
書
』
に
見
ら
れ
る
、
他
動
詞
の

「
具
」
も
、
全
て
「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
解
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
中
国
文
献
『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
、
他
動
詞
「
具
」
の
意

味
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
邦
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に

見
ら
れ
る
、
他
動
詞
の
「
具
」
の
意
味
と
も
同
じ
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
中
国
の
歴
史
書
に
見
ら
れ
る
、
他

動
詞
「
具
」
と
、
本
邦
の
歴
史
書
に
見
ら
れ
る
、
他
動
詞
「
具
」
は
、

同
じ
意
味
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
邦
の
上

代
漢
文
で
使
わ
れ
た
「
具
」
は
、『
日
本
書
記
』
の
よ
う
な
正
格
漢

文
に
基
づ
く
文
体
で
あ
れ
、『
古
事
記
』
の
よ
う
な
和
化
漢
文
で
あ

れ
、
い
ず
れ
も
、
中
国
に
お
け
る
「
具
」
の
意
味
に
沿
っ
た
使
わ

れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　次
に
、
自
動
詞
の
「
具
」
の
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
和
刻
本

で
は
、
こ
れ
ら
の
「
具
」
は
、「
ソ
ナ
ハ
ル
」
と
読
ん
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

9

　至
太
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大
備
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監
於
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代
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文
尤
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事
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之
制
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曲
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之
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頁
上
右
4
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二
十
二

　礼
楽
志
第
二

　256
頁
下
右
10
行
目
）
327

11

　周
詩
既
備
而
其
器
用
張
陳
周
官
具
焉
（
志

　巻
二
十
二

　礼

楽
志
第
二

　257
頁
上
左
4
行
目
）

12

　戎
馬
車
徒
。
干
戈
素
具
。
春
振
旅
以
捜
夏
抜
舎
以
苗
秋
治
兵

以
獮
冬
大
閲
以
狩
。（
志

　巻
二
十
三

　刑
法
志
第
三

　267
頁
上

左
12
行
目
）

13

　中
有
三
柱
。
柱
不
具
兵
起
。（
志

　巻
二
十
六

　天
文
志
第
六

　

315
頁
上
左
8
行
目
）

14

　成
帝
永
始
元
年
二
月
河
南
街
郵
樗
樹
生
支
如
人
頭
、
眉
目
須

皆
具
亡
髪
耳
（
志

　巻
二
十
七
中
下

　五
行
志
第
七
中
下

　353

頁
上
右
5
行
目
）

15

　於
是
上
使
使
掩
捕
梁
王
囚
之
雒
陽
。
有
司
治
反
形
已
具
。（
列

伝

　巻
三
十
四

　韓
彭
英
㐬
盧
呉
傳
第
四

　458
頁
下
左
11
行
目
）

16

　且
高
皇
帝
與
蕭
何
定
天
下
、
法
令
既
明
具
。（
列
伝

　第

三
十
九

　蕭
阿
曹
参
傳
第
九

　495
上
左
7
行
目
）

　9
の
「
具
」
の
主
体
は
礼
制
で
あ
る
。
周
は
、
夏
・
周
二
代
に

く
ら
べ
て
礼
や
文
物
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
「
具
」
は
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
10
の
「
具
」
の

主
体
は
礼
楽
で
あ
る
。
世
祖
の
徳
が
浸
透
し
な
か
っ
た
の
は
、
礼

楽
が
ま
だ
完
備
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
11
の
「
具
」

の
主
体
は
諸
役
人
の
職
掌
で
あ
る
。
周
の
時
代
、
器
物
が
整
備
さ
れ
、

諸
役
人
の
職
掌
が
揃
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」

も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
12
の
「
具
」
の
主
体
は
戎
馬

車
徒
で
あ
る
。
周
が
天
下
を
平
定
し
た
後
、
戎
馬
車
徒
が
揃
え
ら

れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
う
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
13
の
「
具
」
の
主
体
は
三
本
の
柱
で
あ
る
。
三

本
の
柱
が
み
な
揃
わ
な
け
れ
ば
、
兵
乱
が
起
き
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
14

の
「
具
」
の
主
体
は
眉
目
で
あ
る
。
樗
樹
の
枝
が
、
眉
目
が
揃
っ

た
人
間
の
顔
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
、
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、

「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
15
の
「
具
」
の
主
体
は
反
形
、
す

な
わ
ち
謀
反
の
証
拠
で
あ
る
。
幽
閉
し
た
梁
王
を
取
り
調
べ
た
と

こ
ろ
、
謀
反
の
証
拠
が
す
で
に
、
揃
っ
て
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
具
」
も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　16
の
「
具
」
の
主
体
は
法
令
で
あ
る
。
恵
帝
が
参
に
、
な
ぜ
政

務
に
励
ま
な
い
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
先
帝
と
蕭
阿
に
よ
っ
て
、

法
令
は
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
だ
け

を
考
え
れ
ば
よ
い
と
答
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の「
具
」

も
、「
揃
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
の
自
動
詞
の
「
具
」
は
、
す
べ
て
「
揃
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う
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
二

　詩
文
の
「
具
」
―『
文
選
』―

　次
に
、
中
国
の
詩
文
に
お
け
る
「
具
」
の
、
意
味
を
み
て
お
き

た
い
。
こ
こ
で
は
、
早
く
か
ら
日
本
の
詩
文
に
影
響
を
与
え
、
日

本
現
在
書
目
に
も
掲
載
さ
れ
る
、『
文
選
』
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　自
動
詞
の
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1

　於
是
観
礼
、
礼
畢
義
具
。（
上

　東
京
賦

　19
頁
4
行
目
）

2

　礼
事
展
、
楽
物
具
、
王
夏
闋
、
騶
虞
奏
、
決
拾
既
次
、
彫
弓

斯
彀
、
達
余
萌
於
暮
春
。
昭
誠
心
以
遠
喩
、
進
明
徳
而
崇
業
、

滌
饕
餐
之
貪
欲
。（
上

　東
京
賦

　20
頁
18
行
目
）

3

　盛
徳
大
業
至
矣
哉
。
此
一
役
也
。
而
二
美
具
焉
（
上

　籍
田

賦

　49
頁
2
行
目
）

4

　憺
乎
自
持
。
芍
薬
之
和
具
。（
上

　子
虚
賦

　50
頁
17
行
目
）

5

　夔
襄
比
律
。
子
野
協
呂
。
十
二
畢
具
。（
上

　長
笛
賦

　122
頁

11
行
目
）

6

　有
方
之
士
、
羨
門
高
谿
、
上
成
欝
林
、
公
樂
聚
穀
、
進
純
犠
、

祷
琁
室
、
醮
諸
神
、
礼
太
一
、
伝
祝
已
具
。
言
辞
已
畢
、
王
乃

乗
玉
輿
、
駟
蒼
螭
、
垂
旋
旌
、
旆
合
諧
。（
中

　高
唐
賦

　2
頁

13
行
目
）

7

　国
容
胝
令
而
動
、
軍
政
象
物
而
具
。（
下

　三
月
三
日
曲
水
詩

序

　68
頁
5
行
目
）

8

　功
深
疑
浅
。
両
造
未
具
。（
下

　巻
二
十
九

　馬
〇
督
誄

　146

頁
17
行
目
）

　1
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
義
」
で
、「
義
具
」
と
は
、「
義
が

全
て
揃
っ
て
完
全
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
2
の
主
体

は
、「
楽
物
」
で
、「
楽
物
具
」
と
は
、「
楽
器
一
式
が
全
て
揃
っ

て
完
全
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
3
の
「
具
」
の
主
体
は
、

「
二
美
」
で
、「
二
美
具
」
と
は
、「
国
政
が
安
定
す
る
こ
と
と
孝
の

道
が
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
全
て
揃
っ
て
、
完
全
で
あ
る
」
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
4
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
芍
薬
之
和
」
で
、「
芍

薬
之
和
具
」
と
は
「
芍
薬
の
味
が
な
じ
み
、
全
て
揃
い
完
全
で
あ

る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
5
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
十
二
律
」

で
、「
笛
に
十
二
の
律
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
6
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
伝
祝
」
で
あ
る
。「
伝
祝
」
と

は
、
神
職
が
伝
え
る
神
の
言
葉
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
す
べ
て
揃
っ

て
、
述
べ
尽
く
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
7
の
「
具
」
の

主
体
は
、「
軍
政
」
で
あ
る
。「
軍
政
」
と
は
、
こ
こ
で
は
武
官
を

さ
す
。「
武
官
が
、
す
べ
て
揃
っ
て
配
置
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
8
の
「
具
」
の
主
体
は
両
造
で
あ
る
。「
馬
敦
は
、
功
績
は
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う
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
二
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文
の
「
具
」
―『
文
選
』―

　次
に
、
中
国
の
詩
文
に
お
け
る
「
具
」
の
、
意
味
を
み
て
お
き

た
い
。
こ
こ
で
は
、
早
く
か
ら
日
本
の
詩
文
に
影
響
を
与
え
、
日

本
現
在
書
目
に
も
掲
載
さ
れ
る
、『
文
選
』
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　自
動
詞
の
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1

　於
是
観
礼
、
礼
畢
義
具
。（
上

　東
京
賦

　19
頁
4
行
目
）

2

　礼
事
展
、
楽
物
具
、
王
夏
闋
、
騶
虞
奏
、
決
拾
既
次
、
彫
弓

斯
彀
、
達
余
萌
於
暮
春
。
昭
誠
心
以
遠
喩
、
進
明
徳
而
崇
業
、

滌
饕
餐
之
貪
欲
。（
上

　東
京
賦

　20
頁
18
行
目
）

3

　盛
徳
大
業
至
矣
哉
。
此
一
役
也
。
而
二
美
具
焉
（
上

　籍
田

賦

　49
頁
2
行
目
）

4

　憺
乎
自
持
。
芍
薬
之
和
具
。（
上

　子
虚
賦

　50
頁
17
行
目
）

5

　夔
襄
比
律
。
子
野
協
呂
。
十
二
畢
具
。（
上

　長
笛
賦

　122
頁

11
行
目
）

6

　有
方
之
士
、
羨
門
高
谿
、
上
成
欝
林
、
公
樂
聚
穀
、
進
純
犠
、

祷
琁
室
、
醮
諸
神
、
礼
太
一
、
伝
祝
已
具
。
言
辞
已
畢
、
王
乃

乗
玉
輿
、
駟
蒼
螭
、
垂
旋
旌
、
旆
合
諧
。（
中

　高
唐
賦

　2
頁

13
行
目
）

7

　国
容
胝
令
而
動
、
軍
政
象
物
而
具
。（
下

　三
月
三
日
曲
水
詩

序

　68
頁
5
行
目
）

8

　功
深
疑
浅
。
両
造
未
具
。（
下

　巻
二
十
九

　馬
〇
督
誄

　146

頁
17
行
目
）

　1
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
義
」
で
、「
義
具
」
と
は
、「
義
が

全
て
揃
っ
て
完
全
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
2
の
主
体

は
、「
楽
物
」
で
、「
楽
物
具
」
と
は
、「
楽
器
一
式
が
全
て
揃
っ

て
完
全
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
3
の
「
具
」
の
主
体
は
、

「
二
美
」
で
、「
二
美
具
」
と
は
、「
国
政
が
安
定
す
る
こ
と
と
孝
の

道
が
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
全
て
揃
っ
て
、
完
全
で
あ
る
」
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
4
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
芍
薬
之
和
」
で
、「
芍

薬
之
和
具
」
と
は
「
芍
薬
の
味
が
な
じ
み
、
全
て
揃
い
完
全
で
あ

る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
5
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
十
二
律
」

で
、「
笛
に
十
二
の
律
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
6
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
伝
祝
」
で
あ
る
。「
伝
祝
」
と

は
、
神
職
が
伝
え
る
神
の
言
葉
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
す
べ
て
揃
っ

て
、
述
べ
尽
く
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
7
の
「
具
」
の

主
体
は
、「
軍
政
」
で
あ
る
。「
軍
政
」
と
は
、
こ
こ
で
は
武
官
を

さ
す
。「
武
官
が
、
す
べ
て
揃
っ
て
配
置
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
8
の
「
具
」
の
主
体
は
両
造
で
あ
る
。「
馬
敦
は
、
功
績
は
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大
き
く
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
罪
を
立
証
す
る
証
拠
も
揃
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
些
細
な
こ
と
で
罰
せ
ら
れ
憤
死
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
以
上
に
掲
げ
た
全
て
の
「
具
」
の
意

味
は
、「
揃
う
」
で
あ
る
。

　ま
た
、
次
の
9
の
よ
う
に
、『
国
訳
漢
文
大
成
』
で
は
「
具
す
」

と
読
み
、『
新
釈
漢
文
大
系
』
で
は
「
ソ
ナ
フ
」
と
読
む
例
や
、
10

の
よ
う
に
『
国
訳
漢
文
大
成
』、『
新
釈
漢
文
大
系
』
と
も
に
「
具

す
」
と
読
む
例
も
あ
る
。

9

　蓋
所
能
言
者
、
具
於
此
云
爾
。（
上

　文
賦

　115
頁
4
行
目
）

10

　属
美
謝
繁
翰
、
遥
懐
具
短
礼
。（
上

　贈
王
太
常

　58
頁
16
行

目
）

　9
の
「
具
於
此
」
の
「
具
」
は
、
自
動
詞
と
考
え
ら
れ
、
主
体
は

「
所
能
言
者
」
で
、「
表
現
で
き
る
限
り
の
言
葉
」
で
あ
る
。「
表
現

で
き
る
限
り
の
言
葉
が
、『
此
』、
す
な
わ
ち
こ
の
詩
に
全
て
揃
っ

て
表
現
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「
具
」
は
、「
揃
う
」
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
自
動
詞
1
～
8
の
「
具
」

の
意
味
と
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
10
の
「
遥
懐
具
短
礼
」
の
「
具
」

も
、
自
動
詞
と
考
え
ら
れ
、
主
体
は
「
遥
懐
」
で
あ
る
。「
は
る
か

な
思
い
が
、
こ
の
短
い
詩
に
全
て
揃
っ
て
表
現
し
尽
く
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
内
容
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、

「
揃
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
に
挙
げ
た
自
動
詞
1
～
8
の

「
具
」
の
意
味
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、
他
動
詞
の
「
具
」
の
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

11

　玄
輅
既
駕
、
軽
裘
斯
御
、
乃
命
有
司
、
礼
儀
是
具
、
審
量
日
力
、

詳
度
費
務
、
鳩
経
始
之
黎
民
、
輯
農
功
之
暇
豫
、
因
東
師
之
献
捷
、

就
海
孽
之
賄
賂
、
立
景
福
之
秘
殿
、
備
皇
居
之
制
度
。（
上

　景

福
殿
賦

　79
頁
4
行
目
）

12

　此
山
具
鸞
鶴
。
往
来
尽
仙
霊
。（
中

　従
冠
軍
建
平
王
登
廬
山

香
鑪
峯

　30
頁
10
行
目
）

13

　得
與
故
人
揮
、
恨
不
具
雞
黍
。（
中

　贈
張
除
州
謖

　61
頁
10

行
目
）

14

　山
雲
備
卿
靄
、
池
卉
具
霊
変
。（
中

　顏
特
進
侍
宴
延
之

　119

頁
18
行
目
）

15

　李
斯
相
也
、
具
於
五
刑
。（
中

　報
任
小
卿
書

　53
頁
9
行
目
）

16

　漢
書
其
事
、
具
文
見
意
。（
中

　春
秋
左
氏
伝
序

　64
頁
1
行

目
）

17

　加
以
二
王
于
邁
。
出
餞
戒
告
。
有
詔
掌
故
、
爰
命
司
歴
、
献

洛
飲
之
礼
、
具
上
已
之
儀
。（
中

　三
月
三
日
曲
水
詩
序

　68
頁

9
行
目
）
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18

　大
将
軍
揚
州
牧
緑
綟
綬
。
具
九
鍚
服
命
之
礼
。（
下

　巻
三
十

　

行
状

　斉
竟
陵
文
宣
王
行
状

　165
頁
14
行
目
）

　11
の
「
具
」
の
主
体
は
「
有
司
」
で
、
対
象
は
「
礼
儀
」
で
あ

る
。「
役
人
が
礼
儀
を
揃
え
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「
礼
儀
」
と
は
、「
礼
儀
に
叶
っ
た
具
体
的
な
事
物
や
会
場
の
設
え
」

を
指
す
。
12
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
此
山
」
で
、
対
象
は
「
鸞
鶴
」

で
あ
る
。「
こ
の
廬
山
は
、
仙
人
が
乗
る
鸞
や
鶴
を
揃
え
て
い
る
」

と
い
う
内
容
で
あ
り
、「
具
」
の
意
味
は
「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
13

の
「
具
」
の
主
体
は
作
者
で
、
対
象
は
「
雞
黍
」
で
あ
る
。「
旧
友

が
久
し
ぶ
り
に
拙
宅
訪
れ
て
き
て
く
れ
た
の
に
、
留
守
を
し
て
い

て
、
鶏
や
黍
を
揃
え
て
、
酒
杯
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
14
の
「
具
」
の
主
体
は
池
卉
で
、

対
象
は
霊
変
で
あ
る
。「
池
の
草
は
、
霊
変
を
揃
え
て
い
る
」
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
15
の
「
具
」
の
主
体
は
李
斯
で
、
対
象
は
五
刑
で
あ

る
。「
李
斯
は
相
で
あ
り
な
が
ら
、
五
つ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
」
と

い
う
内
容
で
あ
る
。「
具
於
五
刑
」
と
は
、
五
刑
を
す
べ
て
揃
え
て

い
る
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
、
こ
こ
か
ら
、
五
刑
に
処
せ
ら

れ
る
と
い
う
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、

「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
16
の
「
具
」
の
主
体
は
左
氏
伝

の
作
者
で
、
対
象
は
「
文
」
で
あ
る
。
こ
の
伝
を
記
す
に
あ
た
り
、

「
作
者
は
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
し
、
文
を
揃
え
整
え
、
異
を

顕
わ
に
し
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
は
、

「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
17
の
「
具
」
の
主
体
は
司
歴
で
、
対
象
は
上

已
之
儀
で
あ
る
。「
江
夏
王
と
衝
陽
王
は
、
掌
故
に
命
じ
て
、
ま
た
、

司
歴
に
命
じ
て
、
三
月
三
日
の
上
已
の
儀
を
揃
え
て
い
る
」
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ

る
。
18
の
「
具
」
の
主
体
は
、
帝
で
、
対
象
は
九
鍚
服
命
之
礼
で

あ
る
。
帝
は
、
亡
く
な
っ
た
蕭
子
良
（
文
宣
王
）
に
対
し
て
、
九

鍚
服
命
の
礼
を
揃
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の

意
味
も
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。

お

　わ

　り

　に

　上
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
、
い
ず
れ
も
「
具
」
は

「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
の
他
動
詞
で
使
わ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』

は
所
謂
和
化
漢
文
と
さ
れ
、
正
格
漢
文
に
近
い
『
日
本
書
紀
』
と
は
、

文
体
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、「
具
」
の
用
字
法
に
は
、
両
文
献

の
間
に
用
字
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
上
代
の
古
文
書

の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
上
代
に
お
い
て
、「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
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18

　大
将
軍
揚
州
牧
緑
綟
綬
。
具
九
鍚
服
命
之
礼
。（
下

　巻
三
十

　

行
状

　斉
竟
陵
文
宣
王
行
状

　165
頁
14
行
目
）

　11
の
「
具
」
の
主
体
は
「
有
司
」
で
、
対
象
は
「
礼
儀
」
で
あ

る
。「
役
人
が
礼
儀
を
揃
え
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「
礼
儀
」
と
は
、「
礼
儀
に
叶
っ
た
具
体
的
な
事
物
や
会
場
の
設
え
」

を
指
す
。
12
の
「
具
」
の
主
体
は
、「
此
山
」
で
、
対
象
は
「
鸞
鶴
」

で
あ
る
。「
こ
の
廬
山
は
、
仙
人
が
乗
る
鸞
や
鶴
を
揃
え
て
い
る
」

と
い
う
内
容
で
あ
り
、「
具
」
の
意
味
は
「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
13

の
「
具
」
の
主
体
は
作
者
で
、
対
象
は
「
雞
黍
」
で
あ
る
。「
旧
友

が
久
し
ぶ
り
に
拙
宅
訪
れ
て
き
て
く
れ
た
の
に
、
留
守
を
し
て
い

て
、
鶏
や
黍
を
揃
え
て
、
酒
杯
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」

の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
14
の
「
具
」
の
主
体
は
池
卉
で
、

対
象
は
霊
変
で
あ
る
。「
池
の
草
は
、
霊
変
を
揃
え
て
い
る
」
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
15
の
「
具
」
の
主
体
は
李
斯
で
、
対
象
は
五
刑
で
あ

る
。「
李
斯
は
相
で
あ
り
な
が
ら
、
五
つ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
」
と

い
う
内
容
で
あ
る
。「
具
於
五
刑
」
と
は
、
五
刑
を
す
べ
て
揃
え
て

い
る
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
、
こ
こ
か
ら
、
五
刑
に
処
せ
ら

れ
る
と
い
う
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
具
」
も
、

「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
16
の
「
具
」
の
主
体
は
左
氏
伝

の
作
者
で
、
対
象
は
「
文
」
で
あ
る
。
こ
の
伝
を
記
す
に
あ
た
り
、

「
作
者
は
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
し
、
文
を
揃
え
整
え
、
異
を

顕
わ
に
し
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
は
、

「
揃
え
る
」
で
あ
る
。
17
の
「
具
」
の
主
体
は
司
歴
で
、
対
象
は
上

已
之
儀
で
あ
る
。「
江
夏
王
と
衝
陽
王
は
、
掌
故
に
命
じ
て
、
ま
た
、

司
歴
に
命
じ
て
、
三
月
三
日
の
上
已
の
儀
を
揃
え
て
い
る
」
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の
意
味
は
、「
揃
え
る
」
で
あ

る
。
18
の
「
具
」
の
主
体
は
、
帝
で
、
対
象
は
九
鍚
服
命
之
礼
で

あ
る
。
帝
は
、
亡
く
な
っ
た
蕭
子
良
（
文
宣
王
）
に
対
し
て
、
九

鍚
服
命
の
礼
を
揃
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
具
」
の

意
味
も
、「
揃
え
る
」
で
あ
る
。

お

　わ

　り

　に

　上
代
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
、
い
ず
れ
も
「
具
」
は

「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
の
他
動
詞
で
使
わ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』

は
所
謂
和
化
漢
文
と
さ
れ
、
正
格
漢
文
に
近
い
『
日
本
書
紀
』
と
は
、

文
体
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、「
具
」
の
用
字
法
に
は
、
両
文
献

の
間
に
用
字
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
上
代
の
古
文
書

の
「
具
」
も
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
上
代
に
お
い
て
、「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
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の
他
動
詞
を
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　中
古
に
な
っ
て
も
「
具
」
は
、「
揃
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
る
。
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
足
す
」
が
、
古
文
書
に
お
い
て
、「
十

分
に
備
え
る
」
と
い
う
意
味
で
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
和

語
動
詞
「
具
」
と
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
具
足
す
」
は
、
類
義
関
係
に

あ
る
。「
具
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
代
に
引
き
続
き
「
揃

え
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
具
」
は
、

前
代
と
意
味
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
は
、「
ソ
ナ

フ
」
と
和
語
動
詞
で
読
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　時
代
が
下
っ
て
、
中
古
後
期
の
十
一
世
紀
に
な
る
と
。「
具
」
に
、

「
相
具
」
の
形
が
現
れ
、
有
情
物
を
対
象
に
取
る
も
の
は
「
引
き
連

れ
る
」
の
意
味
に
な
り
、
具
体
的
事
物
を
対
象
に
取
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文
献
と
同
じ
「
具
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
平
安

時
代
後
期
に
な
る
と
、
日
本
で
は
、「
引
き
連
れ
る
」
と
い
う
意
味

を
表
す
他
動
詞
「
具
す
」
を
新
た
に
作
り
出
し
、基
本
的
に
は
「
具
」

単
独
字
で
は
な
く
、「
相
具
」「
取
具
」
の
形
で
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

「
具
す
」
は
、
従
来
の
「
具
」
に
対
し
て
、
新
た
な
表
現
価
値
が
加

わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
こ
の
点
の
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
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。
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）
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書
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）
に
は
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具
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の
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と
し
て
、
動
詞
と
し
て
は
、「
そ
な
へ
る
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な
は
る

　た
り
る

　

た
す

　も
つ

　そ
ろ
ふ

　つ
ら
ね
る
」
等
を
載
せ
、
副
詞
と
し
て
は

「
と
も
に

　み
な

　つ
ぶ
さ
に
」
等
を
載
せ
る
。
他
に
、
名
詞
と
し
て
、

「
そ
な
へ

　う
つ
は

　は
た
ら
き

　ち
か
ら
」
等
を
載
せ
る
。

（
4
）
　小
林
芳
規
著

　『古
事
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』（
日
本
思
想
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1
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和
57
年

　青
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和
夫
他
校
注

　岩
波
書
店

　「古
事
記
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読
に
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て
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今
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て
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